
小中の接続を見通した「古典」授業
国語教育実践研究会　編
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2

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項
」
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
小
学
校
で
の
「
古
典
」
の
扱
い
が
、
従
前
に
比
べ
て
飛
躍
的
に
充
実
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
今
ま
で
中
学
校
の
国
語
教
科
書
に
採
録
さ
れ
て
い
た
「
古
典
」
作
品
の
多
く
は
、
小

学
校
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
、
学
習
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
中
学
校
に
お
け
る
「
古
典
」
指
導
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
弊
社
で
は
、「
国
語
教
育
実
践
研
究
会
」
の
先
生
方
に
、
新
し
い
学
習
指
導

要
領
の
下
で
の
、
中
学
校
に
お
け
る
「
古
典
」
の
教
材
や
学
習
指
導
の
可
能
性
を
ご
検
討
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

本
書
は
そ
の
ご
研
究
、
ご
実
践
の
一
部
を
ま
と
め
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
全
国
の
多
く

の
先
生
方
の
こ
れ
か
ら
の
授
業
に
お
役
立
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

p02-まえ�き.indd   2 11.2.15   9:08:34 AM



　
　
　
　
　
　
　

目　

次

新
し
い
授
業
づ
く
り
ー
古
典
教
材
と
学
習
活
動
の
構
想
・
・
・
・
・
・
・
・
４

　

参
考  

三
年
間
の
「
古
典
」
学
習
の
流
れ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６

新
し
い
授
業
づ
く
り
の
実
践
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

８

　
　

一
年　

第
一
時　

春
の
う
た
・
朧
月
夜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
10

　
　
　
　
　

第
二
時　

和
歌
・
俳
句
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
11

　
　
　
　
　

第
三
時　

枕
草
子
・
徒
然
草
・
平
家
物
語
・
・
・
・
・
・
・
・
12

　
　
　
　
　

第
四
時　

漢
詩
・
漢
文
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
13

　
　
　
　
　

第
五
時　

竹
取
物
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
14

　
　
　
　
　

第
六
時　

竹
取
物
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
15

　
　
　
　
　

第
七
時　

竹
取
物
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
16

　
　
　
　
　

第
八
時　

竹
取
物
語
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
17

　
　

二
年　

第
一
時　

枕
草
子
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
18

　
　
　
　
　

第
二
時　

徒
然
草
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
19

　
　
　
　
　

第
三
時　

枕
草
子
・
徒
然
草
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
20

　
　
　
　
　

第
四
時　

漢
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
21

　
　
　
　
　

第
五
時　

漢
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
22

　
　
　
　
　

第
六
時　

漢
詩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
23

　
　

三
年　

第
一
時　

お
く
の
ほ
そ
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
24

　
　
　
　
　

第
二
時　

お
く
の
ほ
そ
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
25

　
　
　
　
　

第
三
時　

お
く
の
ほ
そ
道
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
26

　
　
　
　
　

第
四
時　

漢
文
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
27

　
　
　
　
　

第
五
時　

漢
文
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
28

　
　
　
　
　

第
六
時　

漢
文
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
29

教
材
︿
一
年
﹀
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
30

教
材
︿
二
年
﹀
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
36

教
材
︿
三
年
﹀
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
40

テ
ス
ト
問
題
例
Ⅰ
︿
一
年
﹀
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
44

テ
ス
ト
問
題
例
Ⅱ
︿
一
年
﹀
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
46

小
学
校
で
扱
う
古
典
教
材
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
48

p03-目次.indd   3 11.2.15   1:45:34 PM



4新しい授業づくりー古典教材と学習活動の構想

新
し
い
授
業
づ
く
り
ー
古
典
教
材
と
学
習
活
動
の
構
想

Ｉ　

中
学
校
に
お
け
る
学
び
と
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂

　

中
学
校
に
入
学
し
た
て
の
生
徒
た
ち
に
、
何
を
目
標
に
し
て
、
ど
ん
な
教
材

（
学
習
材
）
を
与
え
、
ど
ん
な
学
習
活
動
を
組
織
す
れ
ば
い
い
か
は
、
等
し
く
国

語
教
師
の
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
年
・
三
年
に
進
級
し
た
て
の

生
徒
た
ち
に
対
し
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
じ
で
あ
る
。
一
年
生
を
例
に

と
る
と
、
中
学
校
で
の
生
活
と
学
習
に
期
待
と
不
安
を
も
つ
生
徒
た
ち
に
、

・
早
く
中
学
校
の
生
活
に
慣
れ
て
も
ら
い
た
い
。

・
早
く
中
学
校
の
国
語
の
学
習
に
慣
れ
て
も
ら
い
た
い
。

と
、
教
師
は
願
う
。
そ
し
て
、

・
中
学
生
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚
を
呼
び
覚
ま
し
、
喜
び
を
与
え
た
い
。

・�

中
学
校
で
は
、
こ
ん
な
学
習
を
す
る
の
か
・
中
学
校
で
の
学
習
は
、
こ
う
す
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
安
心
感
と
自
信
を
与
え
、
希
望
を
も
っ
て
学
習
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
。

と
考
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
を
探
し
、
学
習
活
動
を
組
織
す
る
。
一
方
、

教
師
は
、
学
習
の
出
発
に
あ
た
り
、

・
生
徒
た
ち
の
学
力
の
実
態
を
診
断
し
た
い
。

・
生
徒
た
ち
の
個
性
を
知
り
た
い
。

・
生
徒
た
ち
の
学
力
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
た
い
。

と
も
考
え
る
。

　

従
来
、
国
語
の
教
科
書
で
は
、
学
年
の
初
め
の
教
材
と
し
て
、
現
代
詩
や
現
代

文
の
物
語
・
小
説
・
随
筆
な
ど
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
も
、
右
記
の
教
師

の
願
い
や
考
え
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
今
般
、
中
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」
が
改
訂
さ
れ
、
そ
こ
で
は

「
伝
統
的
な
言
語
文
化
の
重
視
」
が
謳
わ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、

［
第
一
学
年
］

（
ア
）��

文
語
の
き
ま
り
や
訓
読
の
仕
方
を
知
り
、
古
文
や
漢
文
を
音
読
し
て
、
古

典
特
有
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
な
が
ら
、
古
典
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
。

（
イ
）��

古
典
に
は
様
々
な
種
類
の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
。

［
第
二
学
年
］

（
ア
）��

作
品
の
特
徴
を
生
か
し
て
朗
読
す
る
な
ど
し
て
、
古
典
の
世
界
を
楽
し
む

こ
と
。

（
イ
）��

古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
触
れ
、
登
場
人
物
や
作
者
の
思

い
な
ど
を
想
像
す
る
こ
と
。

［
第
三
学
年
］

（
ア
）��

歴
史
的
背
景
な
ど
に
注
意
し
て
古
典
を
読
み
、
そ
の
世
界
に
親
し
む
こ
と
。

（
イ
）��

古
典
の
一
節
を
引
用
す
る
な
ど
し
て
、
古
典
に
関
す
る
簡
単
な
文
章
を
書

く
こ
と
。

な
ど
と
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
次
の
よ
う
な
小
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
を
受
け
た
も

の
で
あ
る
。

［
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
］

（
ア
）��

易
し
い
文
語
調
の
短
歌
や
俳
句
に
つ
い
て
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ
た
り
、

リ
ズ
ム
を
感
じ
取
り
な
が
ら
音
読
や
暗
唱
を
し
た
り
す
る
こ
と
。

（
イ
）��

長
い
間
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
わ
ざ
や
慣
用
句
、
故
事
成
語
な
ど
の
意
味
を

知
り
、
使
う
こ
と
。

［
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
］

（
ア
）��
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
に
つ
い
て
、

内
容
の
大
体
を
知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。

（
イ
）��

古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
を
読
み
、
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ

方
を
知
る
こ
と
。
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5 新しい授業づくりー古典教材と学習活動の構想

Ⅱ　

新
し
い
授
業
づ
く
り
に
向
け
て

　

こ
の
小
学
校
・
中
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」
の
改
訂
を
受
け
て
、
私
た
ち
の

研
究
会
で
は
、
こ
れ
だ
け
小
学
校
で
古
典
教
材
の
学
習
を
す
る
の
な
ら
ば
、
古
典

の
和
歌
や
俳
句
、
古
文
や
漢
文
を
中
学
校
の
学
年
初
め
の
教
材
と
し
て
位
置
づ
け

る
の
は
可
能
で
は
な
い
か
、
い
や
位
置
づ
け
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
学
年
の
初
め
に
あ
た
っ
て
、

・
生
徒
た
ち
の
学
力
の
実
態
を
診
断
し
た
い
。

・
生
徒
た
ち
の
個
性
を
知
り
た
い
。

な
ど
前
述
し
た
よ
う
な
教
師
の
意
図
に
適
う
ば
か
り
で
な
く
、
教
材
と
学
習
指
導

の
方
法
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
生
徒
た
ち
に
、

・
新
学
年
に
な
っ
た
と
い
う
自
覚
を
呼
び
覚
ま
す
。

・�

新
学
年
の
学
習
に
安
心
感
と
自
信
を
与
え
る
。

と
い
う
願
い
も
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
学
年
初
め
に
は
、
ど
ん
な
教
材
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
ど
ん
な
学
習
活

動
が
適
切
か
を
、
小
学
校
・
中
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」
を
参
照
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
中
学
校
で
の
古
典
指
導
の
実
践
を
踏
ま
え
て
検
討
し
た
。
そ
の
結

果
、

・�

教
材
（
作
品
の
種
類
）
と
し
て
は
、
小
学
校
で
ふ
れ
た
こ
と
の
あ
る
よ
う
な
作

品
を
含
め
、
古
典
の
和
歌
や
俳
句
、
随
筆
や
物
語
、
漢
詩
や
漢
文
。

・�

学
習
活
動
と
し
て
は
、
音
読
・
朗
読
を
中
心
と
し
て
古
典
の
リ
ズ
ム
や
調
べ
を

味
わ
い
、
情
景
や
心
情
を
想
像
す
る
活
動
。

な
ど
を
主
な
内
容
と
し
て
、
学
習
を
組
織
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ⅲ　

新
し
い
授
業
づ
く
り

ー
古
典
教
材
（
作
品
）
と
学
習
活
動
の
内
容

　

以
下
で
は
、
中
学
校
の
「
学
習
指
導
要
領
」
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
小
学
校
で

の
学
習
と
の
連
続
性
と
中
学
校
で
こ
れ
ま
で
扱
っ
て
き
た
教
材
（
作
品
）
と
学
習

活
動
と
を
考
え
合
わ
せ
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
の
各
学
年
に
つ
い
て
教
材
（
作

品
）
を
選
定
し
、
学
習
活
動
の
重
点
を
取
り
出
し
た
。

一
年

　
「
学
習
指
導
要
領
」
の
「
古
典
に
は
様
々
な
種
類
の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知

る
」、「
古
文
や
漢
文
を
音
読
し
て
、
古
典
特
有
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
な
が
ら
、
古

典
の
世
界
に
触
れ
る
」
を
受
け
て
、
や
さ
し
い
古
典
の
和
歌
や
俳
句
、
短
い
随
筆

や
物
語
、
そ
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
漢
詩
や
漢
文
な
ど
の
教
材
を
用
意
し
（
小

学
校
で
学
習
し
て
い
る
も
の
を
含
む
の
が
望
ま
し
い
）、
音
読
を
通
し
て
古
典
の

世
界
に
触
れ
る
学
習
活
動
を
す
る
。

二
年

　
「
学
習
指
導
要
領
」
の
「
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
触
れ
、
登
場
人
物
や
作
者

の
思
い
な
ど
を
想
像
す
る
」、「
作
品
の
特
徴
を
生
か
し
て
朗
読
す
る
な
ど
し
て
、

古
典
の
世
界
を
楽
し
む
」
を
受
け
て
、
随
筆
「
枕
草
子
」
と
「
徒
然
草
」
と
漢
詩

「
春
望
」
や
「
絶
句
」
を
用
意
し
、
音
読
・
朗
読
を
通
し
て
古
典
の
世
界
を
楽
し

み
な
が
ら
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
、
作
者
の
思
い
な
ど
に
触
れ
る
学
習
活
動
を

す
る
。

三
年

　
「
学
習
指
導
要
領
」
の
「
歴
史
的
背
景
な
ど
に
注
意
し
て
古
典
を
読
み
、
そ
の

世
界
に
親
し
む
」、「
古
典
の
一
節
を
引
用
す
る
な
ど
」
を
受
け
て
、
俳
文
「
お
く

の
ほ
そ
道
」
と
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
「
論
語
」
な
ど
中
国
の
古

典
の
言
葉
を
用
意
し
、
音
読
・
朗
読
を
通
し
て
古
典
の
世
界
に
親
し
み
、
作
品
世

界
の
歴
史
的
背
景
や
言
葉
の
意
味
を
私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
で
考
え
る
学
習
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
引
用
し
て
自
分
の
考
え
を
補
強
し
た
り
説
得
力
を
も
た
せ

た
り
す
る
活
動
を
行
う
。
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6参考　三年間の「古典」学習の流れ

学年
　
　
「
知
識
」　　
　
　
　
「
内
容
の
把
握
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
声
に
出
し
て
読
む
」

暗唱

１年＝ふれる

気に入った部分を

　　　　２年＝楽しむ

　気に入った作品の一節を

３年＝親しむ

様々なジャンルのいくつか
の作品の一節を

◎
「
取
り
立
て
」
学
習
と
「
領
域
関
連
」
学
習
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

小5・6

（
ア
） 
親
し
み
や
す
い
古
文
や
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
に
つ
い
て
、
内
容
の
大
体
を
知
り
、
音
読
す
る
こ
と
。

（
イ
） 

古
典
に
つ
い
て
解
説
し
た
文
章
を
読
み
、
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
を
知
る
こ
と
。

私
た
ち
の
研
究
会
で
は
、
三
年
間
の
「
古
典
」
学
習
の
流
れ
を
次
の
表
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
試
案
段
階
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
考
と
し
て
、
お
示
し
し
ま
す
。

か
な
づ
か
い

「
だ
れ
が
」

「
何
を
し
た
の
か
」

　

の
概
略
を
つ
か
む

音
読
し
て
古
典
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う

　
　
　

♪
ハ
行
転
呼
音

　
　
　

♪
ゐ
・
ゑ
・
づ
・
ぢ

　
　
　

♪
連
母
音

ど
ん
な
こ
と
が

お
こ
っ
て
い
る
か
。

す
ら
す
ら
読
も
う
。

ど
ん
な
ふ
う
に
読
む
の
か
…

で
き
ご
と
を

つ
か
む

様
々
な
作
品

を
知
る

参　

考
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7 参考　三年間の「古典」学習の流れ

学年
　
　
「
知
識
」　　
　
　
　
「
内
容
の
把
握
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
声
に
出
し
て
読
む
」

暗唱

１年＝ふれる

気に入った部分を

　　　　２年＝楽しむ

　気に入った作品の一節を

３年＝親しむ

様々なジャンルのいくつか
の作品の一節を

高校
国語総合

（
ア
） 

言
語
文
化
の
特
質
や
我
が
国
の
文
化
と
外
国
の
文
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
気
付
き
、
伝
統
的
な
言
語
文
化
へ
の
興
味
・
関
心
を

広
げ
る
こ
と
。

（
イ
） 

文
語
の
き
ま
り
、
訓
読
の
き
ま
り
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
。

作
品
の
特
徴
を

　

生
か
し
て
朗
読

言
葉
の
リ
ズ
ム

調
子

　

♪
音
に
親
し
む

　

♪
リ
ズ
ム
を
楽
し
む

中
身
に
ふ
さ
わ
し
い

読
み
方
を
し
よ
う
。

古
典
の
リ
ズ
ム
を

楽
し
も
う
。

ど
ん
な
思
い
な
の
か
。

何
を
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル

を
知
る

様
々
な
思
想

　
　（
歴
史
的
背
景
）
を
知
る

一
節
を
引
用
し
て
文
章
を
書
く

＝ 

表
現

登
場
人
物
・
作
者
の

思
い
を
想
像
す
る

　
　
　
　
　
︺
共
通
点

　
　
　
　

＝
古
典
の
意
義
を
感
じ
る

も
の
の
見
方

感
じ
方
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8新しい授業づくりの実践

新
し
い
授
業
づ
く
り
の
実
践

Ⅰ　

扱
う
教
材

　

前
記
「
新
し
い
授
業
づ
く
り
―
古
典
教
材
と
学
習
活
動
の
構
想
」
に
も
と
づ

き
、
各
学
年
、
以
下
の
教
材
を
用
意
し
た
。

一
年

〈
詩
〉

・
春
の
う
た
（
草
野
心
平
）

・
朧
月
夜
（
高
野
辰
之
）

〈
和
歌
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・
春
過
ぎ
て　

夏
来
た
る
ら
し　

白
た
へ
の　

衣
干
し
た
り　

天
の
香
具
山

�

（
持
統
天
皇
）

・
人
は
い
さ　

心
も
知
ら
ず　

ふ
る
さ
と
は　

花
ぞ
昔
の　

香
に
に
ほ
ひ
け
る

�

（
紀　

貫
之
）

・
世
の
中
に　

絶
え
て
桜
の　

な
か
り
せ
ば　

春
の
心
は　

の
ど
け
か
ら
ま
し

�
（
在
原
業
平
）

〈
俳
句
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・
行
く
春
や　

鳥
啼
き
魚
の　

目
は
な
み
だ
（
松
尾
芭
蕉
）

・
春
の
海　

ひ
ね
も
す
の
た
り　

の
た
り
か
な
（
与
謝
蕪
村
）

・
め
で
た
さ
も　

ち
う
位
な
り　

お
ら
が
春
（
小
林
一
茶
）

・
若
鮎
の　

二
手
に
な
り
て　

上
り
け
り
（
正
岡
子
規
）

〈
随
筆
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
春
は
あ
け
ぼ
の
」（「
枕
草
子
」
第
一
段
）

・「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
」（「
徒
然
草
」
序
段
）

〈
物
語
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
祇
園
精
舎
の
鐘
の
声
」（「
平
家
物
語
」
冒
頭
）

〈
漢
詩
―
―
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
春
暁
」（
孟
浩
然
）

〈
漢
文
―
―
書
き
下
し
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
吾
、
十
有
五
に
し
て
学
に
志
す
」（「
論
語
」
為
政
）

〈
物
語
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
竹
取
物
語
」（
冒
頭
ほ
か
）

二
年

〈
随
筆
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
う
つ
く
し
き
も
の
」（「
枕
草
子
」
第
百
四
十
五
段
）

・「
五
月
ば
か
り
な
ど
に
」（「
枕
草
子
」
第
二
百
七
段
）

・「
仁
和
寺
に
あ
る
法
師
」（「
徒
然
草
」
第
五
十
二
段
）

・「
あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
」（「
徒
然
草
」
第
九
十
二
段
）

〈
漢
詩
―
―
書
き
下
し
文
と
訓
読
文
〉

・「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を
送
る
」（
李
白
）

・「
春
望
」（
杜
甫
）

・「
絶
句
」（
杜
甫
）

三
年

〈
俳
文
と
俳
句
―
―
原
文
と
現
代
語
訳
〉

・「
月
日
は
」（「
お
く
の
ほ
そ
道
」
冒
頭
）

・「
平
泉
」（「
お
く
の
ほ
そ
道
」
平
泉
）

〈
漢
文
―
―
書
き
下
し
文
と
訓
読
文
、
詳
し
い
訳
〉

・「
備
へ
有
れ
ば
、
患
ひ
無
し
。」（「
書
経
」）
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9 新しい授業づくりの実践

・「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
。」（「
漢
書
」）

・「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
、
虎
子
を
得
ず
。」（「
後
漢
書
」）

・「
寧
ろ
鶏
口
と
為
る
と
も
、
牛
後
と
為
る
無
か
れ
。（「
十
八
史
略
」）

・「
先
ん
ず
れ
ば
即
ち
人
を
制
し
、
後
る
れ
ば
則
ち
人
の
制
す
る
所
と
為
る
。」

�

（「
史
記
」）

・�

子
曰
く
、「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
ま
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。
朋
遠
方
よ

り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。
…
…�

（「
論
語
」）

Ⅱ　

指
導
の
ポ
イ
ン
ト

一
年

1�

一
年
生
の
学
年
初
め
の
教
材
と
し
て
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
リ
ズ
ム
や
調
べ
に

優
れ
、
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
や
す
く
、
音
読
や
暗
唱
に
適
す
る
教
材
を
選
ん
だ
。

ま
た
、
小
学
校
で
す
で
に
触
れ
て
い
る
作
品
、
日
常
生
活
の
中
で
目
に
し
耳
に

す
る
こ
と
の
多
い
作
品
、
生
徒
た
ち
に
ぜ
ひ
知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
作
品

と
い
う
点
も
配
慮
し
た
。

2�

音
読
を
重
視
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
学
習
へ
の
意
欲
づ

け
を
図
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
韻
文
作
品
、
そ
れ
も
生
徒
た
ち
に
親
し
み
や
す

い
現
代
詩
、
文
語
詩
、
和
歌
、
俳
句
と
い
う
順
に
配
列
し
、
学
習
の
導
入
と
し

た
。
一
年
生
の
学
習
の
初
め
に
、
音
読
を
中
心
と
す
る
学
習
、
し
か
も
一
通
り

音
読
の
練
習
を
し
た
後
で
自
分
の
好
き
な
作
品
を
選
ん
で
音
読
発
表
を
す
る
学

習
を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
声
を
出
す
こ
と
へ
の
抵
抗
感
を
取
り
除
く
と
と
も

に
、
自
己
達
成
感
を
育
み
、
個
性
の
発
揮
を
目
ざ
し
た
。

3�

音
読
を
中
心
と
す
る
学
習
な
の
で
、
作
品
の
も
つ
リ
ズ
ム
に
気
づ
か
せ
、
ま
た

読
み
方
（
文
語
の
言
葉
遣
い
）
に
注
意
さ
せ
た
い
。
教
師
が
ゆ
っ
く
り
範
読

し
、
生
徒
た
ち
に
繰
り
返
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
時
間
の
許
す
限
り
、
音
読
の
練

習
を
さ
せ
た
い
。

4�

内
容
の
理
解
は
、
そ
の
場
の
様
子
や
作
者
の
思
い
の
大
要
が
捉
え
ら
れ
れ
ば
よ

い
と
し
、
細
か
な
語
釈
や
文
法
的
な
説
明
は
最
小
限
に
し
た
い
。

二
年

1�

二
年
生
の
学
年
初
め
の
教
材
も
、
リ
ズ
ム
や
調
べ
に
優
れ
、
イ
メ
ー
ジ
を
作
り

や
す
く
、
音
読
・
朗
読
に
適
し
た
教
材
を
選
ん
だ
。
特
に
、
リ
ズ
ム
や
調
べ
、

イ
メ
ー
ジ
や
文
体
の
上
で
対
比
的
な
「
枕
草
子
」
と
「
徒
然
草
」
と
を
並
べ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
音
読
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
の
違
い
に
気
づ
く
よ
う
に
工
夫
し

た
。

2�

漢
詩
は
、
七
言
絶
句
・
五
言
律
詩
・
五
言
絶
句
と
形
式
の
違
う
三
つ
の
詩
を
、

書
き
下
し
文
と
訓
読
文
と
を
並
べ
た
。
こ
れ
を
音
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
詩
形
の
も
つ
リ
ズ
ム
や
調
べ
、
詩
の
構
成
法
の
違
い
な
ど
に
気
づ
く

よ
う
に
配
慮
し
た
。

三
年

1�

三
年
生
の
学
年
初
め
の
教
材
も
、
リ
ズ
ム
や
調
べ
に
優
れ
、
三
年
生
の
教
材
と

し
て
定
評
の
あ
る
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
立
ち
の
場
面
と
平
泉
の
場
面
と
を

並
べ
た
。
こ
の
両
場
面
を
音
読
し
、
比
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
者
の
人
生

観
・
歴
史
観
が
学
び
取
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

2�

漢
文
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
生
徒
た
ち
が
よ
く
目
に
し
耳
に
す
る
言
葉
を
選

ん
だ
。
リ
ズ
ム
や
調
べ
が
優
れ
て
い
る
の
で
、
音
読
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
暗
唱
に
ま
で
高
め
た
い
。
ま
た
、
言
葉
の
意
味
を
、
具
体
的
な
場
面
に
即
し

て
考
え
る
よ
う
に
さ
せ
た
い
。

3�

そ
の
う
え
で
、
こ
れ
ら
の
漢
文
を
引
用
し
、
文
章
を
補
強
し
た
り
、
説
得
力
を

高
め
た
り
す
る
活
動
を
さ
せ
た
い
。
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101 年　第一時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年 一
年

1�

学
年
初
め
と
な
る
学
習
の
全
体
の
概
要
を

知
る
。

2�

「
春
の
う
た
」（
草
野
心
平
）
と
「
朧
月

夜
」（
高
野
辰
之
）
の
教
師
の
範
読
を
、

情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
聞
く
。

3�

教
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
二
つ
の
詩
を
全

員
が
声
を
そ
ろ
え
て
読
む
。

4�

好
き
な
詩
を
選
ん
で
、
声
に
出
し
て
読
む

1�

こ
こ
で
扱
う
全
教
材
の
プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
ど
ん
な
授
業
を
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
た
ち
が
教
材
に
つ
い
て
、
ど
の
く

ら
い
知
識
を
も
っ
て
い
る
か
、
簡
単
に
確
か
め
て
お
く
。

　

プ
リ
ン
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
前
半
に
、
詩
が
二
編
、
和
歌
が
三
首
、
俳
句
が
四
句
、
随
筆
が
二
編
、
そ
れ
に
物
語
と
漢
詩
、

漢
文
が
一
編
ず
つ

―
と
、
あ
え
て
呼
び
方
を
出
し
、
反
応
を
確
か
め
る

―
入
っ
て
い
ま
す
。
後
半
に
は
「
竹
取
物
語
」
が

入
っ
て
い
ま
す
。
今
日
か
ら
、
前
半
四
時
間
、
後
半
四
時
間
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
学
習
し
ま
す
。
声
に
出
し
て
読
む
こ
と

が
学
習
の
中
心
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
つ
い
て
気
が
つ
い
た
こ
と
を
発
表
し
て
も
ら
っ
た
り
、
好
き
な
作
品
を
読
ん
で
も

ら
っ
た
り
す
る
学
習
も
あ
り
ま
す
。

で
は
、
今
、
配
っ
た
作
品
の
中
で
、
知
っ
て
い
る
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。（
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
随
筆
、
物
語
、
漢
詩
、
漢
文
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
知
っ
て
い
る
」「
習
っ
た
」
と
い
う
声
あ
り
。）
習
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
学
習
し
ま
し
ょ
う
。

2�

生
徒
に
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
聞
く
よ
う
に
指
示
し
、
範
読
す
る
。
そ
の
後
、
二
つ
の
詩
に
つ
い
て
の
理
解
度
を
確
か
め
る
。

　

み
な
さ
ん
の
中
に
は
、
こ
の
二
つ
の
詩
を
「
知
っ
て
い
る
」「
習
っ
た
」
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
ね
。
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
う

た
わ
れ
て
い
る
の
は
何
月
の
何
時
ご
ろ
で
し
ょ
う
ね
。
ど
ん
な
気
持
ち
や
ど
ん
な
様
子
を
う
た
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
の
こ
と
が
わ

か
る
言
葉
と
一
緒
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

3�

「
春
の
う
た
」
は
、
ま
ず
「
題
名
・
作
者
名
」
を
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
に
読
ま
せ
る
。
次
に
「
前
書
き
」（「
詞
書
」
と
い
っ
て
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
）
を
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
に
読
ま
せ
る
。
そ
れ
か
ら
一
連
ご
と
に
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
に
読
ま
せ
る
。「
朧
月

夜
」
は
、
ま
ず
「
題
名
・
作
者
」
を
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
に
読
ま
せ
る
。
そ
れ
か
ら
一
行
ず
つ
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
に
読
ま
せ

る
と
い
う
形
を
く
り
返
す
。

4�

好
き
な
方
の
詩
を
選
ば
せ
て
、
三
、四
人
の
生
徒
に
音
読
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
ど
う
い
う
こ
と
を
表
現
し
た
い
か
を
話
さ
せ
る
。

振
り
返
り　　

気
に
入
っ
た
詩
を
選
ん
で
、
音
読
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
一
時

春
の
う
た
・
朧
月
夜
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11 1 年　第二時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年一
年

1�

教
師
の
和
歌
の
範
読
を
、
情
景
や
心
情
を

想
像
し
な
が
ら
聞
く
。

2
各
自
で
、
和
歌
の
音
読
練
習
を
す
る
。

3
好
き
な
和
歌
を
選
ん
で
音
読
す
る
。

4�

教
師
の
俳
句
の
範
読
を
、
様
子
を
想
像
し

な
が
ら
聞
く
。

5
各
自
で
俳
句
の
音
読
練
習
を
す
る
。

6
好
き
な
俳
句
を
選
ん
で
音
読
す
る
。

7�

和
歌
と
俳
句
の
特
徴
に
つ
い
て
、
気
が
つ

い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

1�

教
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
様
子
は
気
持
ち
を
想
像
し
な
が
ら
聞
く
よ
う
に
促
す
。
そ
し
て
、
意
味
の
切
れ
目
に
注
意
し

て
、
ゆ
っ
く
り
二
回
ず
つ
読
む
。

　

今
日
は
、
和
歌
と
俳
句
の
学
習
を
し
ま
す
。
両
方
と
も
、「
知
っ
て
い
る
」「
習
っ
た
」
と
言
っ
た
人
が
い
ま
し
た
ね
。
最
初
に
和

歌
の
学
習
を
し
ま
す
。
先
生
が
ゆ
っ
く
り
二
回
ず
つ
読
み
ま
す
。
横
の
訳
も
見
な
が
ら
、
様
子
や
歌
っ
た
人
の
気
持
ち
を
想
像
し

な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

2�

時
間
は
五
分
程
度
。
初
め
は
意
味
の
切
れ
目
に
注
意
し
、
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
よ
う
に
。
少
し
慣
れ
た
な
ら
ば
、

は
っ
き
り
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

3
一
首
に
つ
き
、
二
、三
名
の
生
徒
に
音
読
さ
せ
る
。
初
め
に
、
選
ん
だ
歌
の
好
き
な
と
こ
ろ
や
歌
わ
れ
て
い
る
様
子
な
ど
を
話
さ
せ
る
。

4
教
師
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
句
に
描
か
れ
て
い
る
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
聞
く
よ
う
に
促
す
。
そ
し
て
、
ゆ
っ
く
り
二
回
ず
つ
読
む
。

5�

時
間
は
五
分
程
度
。
和
歌
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
は
っ
き
り
声
に
出

し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

6
一
句
に
つ
き
、
二
、三
名
の
生
徒
に
音
読
さ
せ
る
。
初
め
に
、
好
き
な
と
こ
ろ
や
描
か
れ
て
い
る
様
子
な
ど
を
話
さ
せ
る
。

7�

概
念
的
に
「
切
れ
字
」
や
「
季
語
」「
句
切
れ
」（「
枕
詞
」）
な
ど
を
説
明
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
和
歌
や
俳
句
の
学
習
の
中
で
具
体
的
に

見
つ
け
た
も
の
に
即
し
て
話
し
た
い
。
生
徒
か
ら
、「
切
れ
字
」
な
ど
の
言
葉
が
出
た
場
合
も
、
教
材
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
に
即
し

て
説
明
し
た
い
。

　

和
歌
と
俳
句
で
は
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
か
。
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。
気
が
つ
い
た
こ
と
を
発

表
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
日
は
、
和
歌
と
俳
句
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
今
日
、
学
習
し
た
の
は
古
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
新
聞
の
「
投
稿
欄
」
を

見
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
和
歌
と
俳
句
は
今
で
も
盛
ん
に
作
ら
れ
、
自
然
や
社
会
や
生
活
の
様
子
、
人
の
気
持
ち
な
ど
を
描

い
て
い
ま
す
。

振
り
返
り　　

和
歌
と
俳
句
を
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
音
読
し
た
り
、
両
者
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
た
り
で
き
た
か
。

第
二
時

和
歌
・
俳
句
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121 年　第三時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年 一
年

1�

随
筆
「
枕
草
子
」
と
「
徒
然
草
」
を
、
描

か
れ
て
い
る
様
子
や
筆
者
の
気
持
ち
を
考

え
な
が
ら
、
教
師
の
範
読
を
聞
く
。

2�

教
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
二
つ
の
随
筆
の

原
文
の
部
分
を
全
員
で
声
を
そ
ろ
え
て
読

む
。

3�

二
つ
の
随
筆
に
つ
い
て
、
言
葉
の
響
き
や

リ
ズ
ム
、
ま
た
そ
の
内
容
に
つ
い
て
気
づ

い
た
こ
と
や
不
思
議
に
感
じ
た
こ
と
な
ど

感
想
を
自
由
に
発
表
す
る
。

4�

「
平
家
物
語
」
の
教
師
の
範
読
を
、
リ
ズ

ム
に
気
を
つ
け
な
が
ら
聞
く
。

5�

教
師
の
指
示
に
従
っ
て
、「
平
家
物
語
」

の
原
文
の
部
分
を
全
員
で
声
を
そ
ろ
え
て

読
む
。

6�

随
筆
と
物
語
に
つ
い
て
、
気
づ
い
た
こ
と

を
発
表
す
る
。

1�

古
典
の
リ
ズ
ム
や
響
き
に
注
意
し
な
が
ら
聞
く
よ
う
に
促
し
、
一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

　

今
日
は
、
随
筆
と
物
語
の
学
習
を
し
ま
す
。
最
初
は
随
筆
で
す
。
一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
り
読
み
ま
す
か
ら
、
現
代
の
私
た
ち
が
使
う

言
葉
と
の
違
い
を
考
え
な
が
ら
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

2�

一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
形
で
進
め
る
。「
枕
草
子
」
を
読
み
終
え
た
ら
、
そ
の
現
代
語
訳
を
読
ん
で
聞
か

せ
、「
徒
然
草
」
を
読
み
終
え
た
ら
、
そ
の
現
代
語
訳
を
読
ん
で
聞
か
せ
る
。

3�
お
互
い
の
発
表
を
聞
き
合
う
こ
と
で
、
自
分
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
も
の
の
見
方
や
捉
え
方
な
ど
に
目
を
む
け
さ
せ
、
新
し
い
発
見
を
さ
せ
た

い
。

4�

随
筆
と
の
言
葉
遣
い
や
文
章
の
リ
ズ
ム
の
違
い
に
注
意
す
る
こ
と
を
促
し
、
一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

5�

一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。
全
文
を
読
み
終
え
た
ら
、
教
師
が
一
行
ず
つ
も
う
一
度
読

み
な
が
ら
、
意
味
の
大
要
を
説
明
す
る
。

6�

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
で
も
、
文
章
の
内
容
や
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
で
も
、
自
由
に
発
表
さ
せ
る
。

振
り
返
り　　

そ
れ
ぞ
れ
の
随
筆
の
特
徴
、
物
語
の
特
徴
を
生
か
し
て
音
読
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
三
時

枕
草
子
・
徒
然
草
・
平
家
物
語
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13 1 年　第四時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年一
年

1�

漢
詩
と
漢
文
と
を
、
そ
の
独
特
な
リ
ズ
ム

や
調
子
に
注
意
し
な
が
ら
、
教
師
の
範
読

を
聞
き
、
意
味
の
大
要
を
知
る
。

2�

教
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
漢
詩
と
漢
文
の

「
書
き
下
し
文
」
の
部
分
を
全
員
で
声
を

そ
ろ
え
て
読
む
。

3�

各
自
で
、
漢
詩
と
漢
文
の
音
読
練
習
を
す

る
。

4�

好
き
な
作
品
を
選
ん
で
音
読
す
る
。

5�

こ
れ
ま
で
学
習
し
た
詩
や
和
歌
、
俳
句
、

随
筆
、
物
語
、
漢
詩
、
漢
文
の
中
か
ら
最

も
気
に
入
っ
た
も
の
を
選
び
、
音
読
発
表

を
す
る
。

1�

一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。
漢
詩
を
読
ん
だ
後
に
、
一
行
ず
つ
意
味
の
大
要
を
説
明
し
、
漢
文
を
読
ん
だ
後
に
、
一
行
ず
つ
そ
の
訳
を
読
ん

で
聞
か
せ
る
。

　

こ
れ
か
ら
、
漢
詩
と
漢
文
の
学
習
を
し
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、「
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
人
が
い
ま
し
た
ね
。
両
方
と
も
、
も

と
は
中
国
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
か
ら
、
漢
字
だ
け
で
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
を
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
仮
名
を
交
え
て

日
本
語
の
語
順
に
従
っ
て
書
き
直
し
た
文
を
、「
書
き
下
し
文
」
と
い
い
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
、
一
行
ず
つ
読
み
ま
す
か
ら
、
ど
ん
な

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
か
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
か
に
気
を
つ
け
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

2�
一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。
漢
文
に
つ
い
て
は
、
特
に
各
行
冒
頭
の
数
字
（
年
齢
）
と
漢
字
で
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
注
意
を
促
す
。

3�

そ
れ
ぞ
れ
五
分
ず
つ
、
合
計
十
分
の
時
間
を
と
る
。
初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
内
容
を
考
え
な
が
ら
読
む
よ
う
に
、
文
の
リ
ズ
ム
に
慣

れ
た
な
ら
、
少
し
声
を
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

4�

そ
れ
ぞ
れ
、
二
、三
名
の
生
徒
に
音
読
さ
せ
る
。
そ
の
際
、
意
味
の
切
れ
目
に
注
意
し
て
読
む
よ
う
指
示
す
る
。

5�

初
め
に
、
自
分
の
好
き
な
作
品
を
選
び
、
練
習
す
る
時
間
と
し
て
五
分
ほ
ど
与
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
詩
・
和
歌
・
俳
句
・
随
筆
・
物
語
・
漢

詩
・
漢
文
の
順
に
好
き
な
作
品
を
選
ば
せ
て
い
く
。
な
る
べ
く
多
く
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
今
ま
で
に
学
習
し
た
詩
や
和
歌
、
俳
句
、
随
筆
、
物
語
、
漢
詩
、
漢
文
の
中
か
ら
自
分
の
好
き
な
も
の

を
選
ん
で
音
読
す
る
発
表
会
を
し
ま
す
。
最
初
に
、
時
間
を
五
分
ほ
ど
あ
げ
ま
す
か
ら
、
自
分
の
好
き
な
作
品
を
選
ん
で
、
音
読

の
練
習
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
時
間
の
許
す
限
り
、
多
く
の
人
に
音
読
発
表
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

振
り
返
り　　

気
に
入
っ
た
作
品
を
選
ん
で
、
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

第
四
時

漢
詩
・
漢
文
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141 年　第五時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年 一
年

1�

「
古
典
」
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
、「
古
典
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。

2�

教
師
の
教
材
文
（「
竹
取
物
語
」）
の
範
読

を
聞
き
、
教
材
の
概
要
を
知
る
。

3�

教
師
が
「
竹
取
物
語
」
の
冒
頭
部
の
原
文

を
範
読
し
、
語
釈
を
加
え
な
が
ら
現
代
語

訳
を
す
る
の
を
聞
く
。

4�

教
師
の
指
示
に
従
っ
て
、「
竹
取
物
語
」

の
冒
頭
部
の
原
文
を
、
全
員
が
声
を
そ
ろ

え
て
読
む
。

5�

「
竹
取
物
語
」
の
冒
頭
部
の
原
文
を
、
各

自
で
音
読
練
習
す
る
。

1�

教
材
に
入
る
前
に
、
小
学
校
で
既
に
学
習
し
て
き
て
い
る
生
徒
た
ち
が
、「
古
典
」
に
つ
い
て
ど
の
程
度
の
知
識
が
あ
る
の
か
を
確
認
す
る
。

（
知
っ
て
い
る
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
）。
ま
た
、「
古
典
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
品
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

　

「
古
典
」
と
呼
ば
れ
る
作
品
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
作
品
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
ど
ん
な
お
話
で
す
か
。
い
つ
頃
の

作
品
で
し
ょ
う
か
。

　

「
古
典
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
作
品
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
「
竹
取
物
語
」

を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

2�
現
代
文
で
書
か
れ
た
教
材
に
つ
い
て
の
解
説
や
あ
ら
す
じ
を
ナ
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
範
読
し
、
そ
の
後
で
補
足
説
明
を
す
る
。（
難
し
い
言
葉

に
つ
い
て
説
明
す
る
程
度
に
と
ど
め
る
）。
原
文
の
部
分
は
、
特
に
ゆ
っ
く
り
読
む
。

　

こ
の
お
話
は
既
に
知
っ
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
し
た
ね
。
自
分
の
知
っ
て
い
る
お
話
と
同
じ
か
ど
う
か
に
気
を
つ
け
て
、
聞
い

て
く
だ
さ
い
。

3�

原
文
を
一
行
読
み
、
続
い
て
語
釈
を
加
え
な
が
ら
、
そ
の
部
分
の
現
代
語
訳
を
す
る
と
い
う
形
で
進
め
る
。
現
代
語
訳
は
必
要
最
低
限
に
と
ど

め
、
極
力
、
文
法
的
な
説
明
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

4�

一
行
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
、
ま
ず
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。

5�

意
味
の
切
れ
目
を
考
え
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
よ
く
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。
初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
文
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ
さ
せ
、
す

ら
す
ら
（
滑
ら
か
に
）
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
暗
唱
に
挑
戦
さ
せ
る
。

振
り
返
り　　

自
分
の
知
っ
て
い
る
話
と
同
じ
か
ど
う
か
に
気
を
つ
け
て
聞
こ
う
と
し
た
か
。

第
五
時

竹
取
物
語

p14-15_１年第５時.indd   14 11.2.15   9:26:13 AM



15 1 年　第六時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年一
年

1�

「
竹
取
物
語
」
冒
頭
部
（「
今
は
昔
、
竹

取
の
翁
と
い
ふ
者
あ
り
け
り
。
…
…
」
に

つ
い
て
、
教
師
の
範
読
を
聞
く
。

2�

教
師
が
一
文
ず
つ
範
読
し
、
続
い
て
全
員

が
声
を
そ
ろ
え
て
音
読
す
る
。

3�

自
分
一
人
で
音
読
す
る
。
続
い
て
、
二
人

一
組
に
な
っ
て
音
読
す
る
。
最
後
に
、
暗

唱
す
る
。

4�

こ
の
物
語
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
想
像

す
る
。

5�

原
文
を
読
み
、
主
人
公
が
ど
こ
で
生
ま
れ

た
か
を
確
認
す
る
。

6�

原
文
を
読
み
、
主
人
公
が
ど
の
よ
う
な
様

子
で
生
ま
れ
て
き
た
か
を
確
認
す
る
。

1�

「
竹
取
物
語
」
冒
頭
部
を
教
師
が
リ
ズ
ム
よ
く
、
滑
ら
か
に
範
読
す
る
。

2�

意
味
の
切
れ
目
に
注
意
し
て
、
教
師
が
一
文
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
み
、
続
け
て
生
徒
に
ゆ
っ
く
り
音
読
さ
せ
る
。

3�
生
徒
一
人
一
人
が
音
読
し
、
古
典
特
有
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う
時
間
を
と
る
。
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
二
人
一
組
を
つ
く
り
、
一
緒
に
音
読

さ
せ
る
。
最
後
に
、
暗
唱
に
挑
戦
さ
せ
る
。

4�

冒
頭
部
に
出
て
く
る
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
答
え
さ
せ
る
。

　

今
、
読
ん
で
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
に
は
、
ど
ん
な
人
物
が
出
て
き
ま
す
か
。
何
を
し
て
い
る
人
で
す
か
。
そ
の
人
が
何
を
し
て
い
る

と
き
に
、
ど
ん
な
こ
と
に
出
合
い
ま
す
か
。

5�

主
人
公
が
生
ま
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
答
え
さ
せ
る
。

6�

主
人
公
の
生
ま
れ
て
き
た
様
子
に
つ
い
て
、
答
え
さ
せ
る
。（「
三
寸
ば
か
り
な
る
人
」「
い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
」
な
ど
）

振
り
返
り　　

音
読
す
る
こ
と
に
慣
れ
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

第
六
時

竹
取
物
語

p14-15_１年第５時.indd   15 11.2.15   9:26:13 AM



161 年　第七時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年 一
年

1�

「
竹
取
物
語
」
中
間
部
（「
天
人
の
中

に
、
持
た
せ
る
箱
あ
り
。
…
…
と
言
ひ

て
、
文
書
く
。」
に
つ
い
て
、
教
師
の
範

読
を
聞
く
。

2�

教
師
が
一
文
ず
つ
範
読
し
、
続
い
て
全
員

が
声
を
そ
ろ
え
て
音
読
す
る
。

3�

自
分
一
人
で
音
読
す
る
。
続
い
て
、
二
人

一
組
に
な
っ
て
音
読
す
る
。
最
後
に
、
暗

唱
す
る
。

4�

「
か
ぐ
や
姫
」
が
求
婚
に
応
じ
な
い
理
由

に
つ
い
て
考
え
る
。

5�

「
か
ぐ
や
姫
」
を
迎
え
に
来
た
天
人
た
ち

は
、
地
上
の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
い
る

か
。
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
合
う
。

6�

「
か
ぐ
や
姫
」
の
気
持
ち
を
考
え
、
そ
の

内
容
を
発
表
し
合
う
。

1�

「
竹
取
物
語
」
中
間
部
を
教
師
が
リ
ズ
ム
よ
く
、
滑
ら
か
に
範
読
す
る
。

2�

意
味
の
切
れ
目
に
注
意
し
て
、
教
師
が
一
文
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
み
、
続
け
て
生
徒
に
ゆ
っ
く
り
音
読
さ
せ
る
。

3�
生
徒
一
人
一
人
が
音
読
し
、
古
典
特
有
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う
時
間
を
と
る
。
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
二
人
一
組
を
つ
く
り
、
一
緒
に
音
読

さ
せ
る
。
最
後
に
、
暗
唱
に
挑
戦
さ
せ
る
。

4�

生
徒
に
考
え
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
合
う
。

　

「
か
ぐ
や
姫
」
は
、
ど
う
し
て
五
人
の
貴
公
子
や
帝
か
ら
の
求
婚
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

5�

迎
え
に
来
た
天
人
た
ち
の
地
上
へ
の
思
い
に
つ
い
て
、「
か
ぐ
や
姫
」
へ
の
言
動
を
手
が
か
り
に
考
え
さ
せ
る
。

　

天
人
の
う
ち
の
一
人
が
、
壺
に
入
っ
て
い
る
薬
を
「
か
ぐ
や
姫
」
に
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た
の
は
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
。
考

え
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

6�

月
へ
の
迎
え
が
来
た
「
か
ぐ
や
姫
」
の
思
い
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

　

天
人
が
天
の
羽
衣
を
着
せ
よ
う
と
し
た
と
き
に
、
か
ぐ
や
姫
が
「
し
ば
し
待
て
。」
と
言
っ
た
の
は
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
。

振
り
返
り　　

音
読
す
る
こ
と
に
慣
れ
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

第
七
時

竹
取
物
語
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17 1 年　第八時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

1 年一
年

1�

「
竹
取
物
語
」
昇
天
部
（「
中
将
取
り
つ

れ
ば
…
…
血
の
涙
を
流
し
て
惑
へ
ど
、
か

ひ
な
し
。」
に
つ
い
て
、
教
師
の
範
読
を

聞
く
。

2�

教
師
が
一
文
ず
つ
範
読
し
、
続
い
て
全
員

が
声
を
そ
ろ
え
て
音
読
す
る
。

3�

自
分
一
人
で
音
読
す
る
。
続
い
て
、
二
人

一
組
に
な
っ
て
音
読
す
る
。

4�

「
か
ぐ
や
姫
」
と
「
翁
・
媼
」
の
思
い
の

差
に
つ
い
て
考
え
、
発
表
し
合
う
。

5�

自
分
な
り
の
物
語
の
別
展
開
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
。

6�

こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
「
竹
取
物
語
」
の

原
文
の
中
で
、
一
番
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ

を
選
ん
で
音
読
発
表
を
す
る
。

1�

「
竹
取
物
語
」
中
間
部
を
教
師
が
リ
ズ
ム
よ
く
、
滑
ら
か
に
範
読
す
る
。

2�

意
味
の
切
れ
目
に
注
意
し
て
、
教
師
が
一
文
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
読
み
、
続
け
て
生
徒
に
ゆ
っ
く
り
音
読
さ
せ
る
。

3�
生
徒
一
人
一
人
が
音
読
し
、
古
典
特
有
の
リ
ズ
ム
を
味
わ
う
時
間
を
と
る
。
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
二
人
一
組
を
つ
く
り
、
一
緒
に
音
読

さ
せ
る
。

4�

ま
ず
、「
か
ぐ
や
姫
」
の
思
い
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ
と
を
自
由
に
生
徒
に
発
表
さ
せ
る
。
次
に
、「
翁
・
媼
」
の
思
い
に
つ
い
て
、
考
え
た
こ

と
を
発
表
さ
せ
、
そ
の
上
で
両
者
の
思
い
を
比
べ
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
。

5�

「
も
し
…
」
と
仮
定
し
た
別
の
展
開
を
与
え
、
そ
の
場
合
の
話
の
続
き
を
想
像
さ
せ
、
自
由
に
発
表
さ
せ
る
。

　

も
し
、
天
人
が
天
の
羽
衣
を
「
か
ぐ
や
姫
」
に
着
せ
な
け
れ
ば
、「
か
ぐ
や
姫
」
は
ど
う
し
た
と
思
い
ま
す
か
。
自
ら
天
の
羽
衣
を

着
た
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
も
と
へ
残
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
考
え
た
こ
と
を
自
由
に
発
表
し

て
く
だ
さ
い
。

6�

初
め
に
、
好
き
な
と
こ
ろ
を
選
び
、
音
読
練
習
す
る
時
間
を
五
分
ほ
ど
与
え
る
。
そ
れ
か
ら
、
音
読
の
発
表
を
さ
せ
る
。

　

こ
れ
か
ら
「
竹
取
物
語
」
の
音
読
発
表
会
を
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
原
文
の
中
か
ら
読
ん
で
み
た
い
と
思
う
ま
と
ま
り
を

選
ん
で
練
習
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
、
原
文
を
い
く
つ
か
に
分
け
て
読
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
分

け
て
読
ん
だ
と
こ
ろ
が
ひ
と
ま
と
ま
り
で
す
。

振
り
返
り　　

教
材
の
内
容
を
理
解
し
、
好
き
な
と
こ
ろ
を
選
ん
で
音
読
を
発
表
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
八
時

竹
取
物
語

p16_17_１年第７時.indd   17 11.2.15   9:28:34 AM



182 年　第一時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年2

二
年

1�

こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
習
の
全
体
の
概
要
を

知
る
。

２�

様
子
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、「
枕
草
子
」

の
第
百
四
十
五
段
と
第
二
百
七
段
の
、
教

師
の
範
読
を
聞
く
。

３�

教
師
の
後
に
つ
い
て
、
第
百
四
十
五
段
と

第
二
百
七
段
を
音
読
す
る
。

４�

そ
れ
ぞ
れ
の
段
で
、
筆
者
は
、
ど
う
い
う

と
こ
ろ
に
「
う
つ
く
し
（
か
わ
い
ら
し

い
）」「
を
か
し
（
お
も
し
ろ
い
）」
を
発

見
し
て
い
る
か
。
各
自
の
読
み
取
っ
た
も

の
を
発
表
す
る
。

５�

好
き
な
段
を
選
ん
で
、
音
読
の
練
習
を
す

る
。

1�

こ
れ
か
ら
扱
う
全
教
材
の
プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
ど
ん
な
授
業
を
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
た
ち
が
教
材
に
つ
い
て
、
ど
の

く
ら
い
知
識
を
も
っ
て
い
る
か
、
簡
単
に
確
か
め
て
お
く
。

　

プ
リ
ン
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
前
半
に
は
随
筆
「
枕
草
子
」
と
「
徒
然
草
」
が
、
後
半
に
は
「
漢
詩
」
が
あ
り
ま
す
。
漢
詩
は

李
白
の
も
の
一
編
と
杜
甫
の
も
の
二
編
で
す
。
今
日
か
ら
、
前
半
三
時
間
、
後
半
三
時
間
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
学
習
し
ま

す
。
こ
の
中
に
知
っ
て
い
る
作
品
は
あ
り
ま
す
か
。

声
に
出
し
て
読
む
こ
と
が
学
習
の
中
心
で
す
が
、
随
筆
で
は
筆
者
の
も
の
の
見
方
・
感
じ
方
を
、
漢
詩
で
は
情
景
や
作
者
の
思

い

―
と
、
あ
え
て
筆
者
・
作
者
と
使
い
分
け
、
生
徒
の
反
応
を
見
る

―
に
も
目
を
向
け
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
授

業
を
始
め
ま
す
。

２�
句
点
は
し
っ
か
り
間
を
置
き
、
読
点
は
言
葉
の
つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
て
、
間
の
置
き
方
に
長
短
を
つ
け
て

―
あ
ま
り
極
端
に
し
な
い
。
基

本
は
、
し
っ
か
り
間
を
置
く
。

―
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

　

こ
れ
か
ら
、「
枕
草
子
」
の
第
百
四
十
五
段
と
第
二
百
七
段
を
ゆ
っ
く
り
読
み
ま
す
。
言
葉
の
つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
て
、
横
に
書

か
れ
た
訳
に
も
注
意
し
、
ど
ん
な
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
か
を
考
え
な
が
ら
聞
き
ま
し
ょ
う
。

３�

1
と
同
じ
よ
う
に
、
言
葉
の
つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
て
、
短
い
間
の
読
点
の
と
こ
ろ
は
つ
な
げ
て
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。
教
師
が
読
み
、
続
い
て

生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。

４�

第
百
四
十
五
段
で
は
、「
瓜
に
描
い
て
あ
る
幼
児
の
顔
」「
す
ず
め
の
子
が
、
ね
ず
み
の
鳴
き
ま
ね
を
す
る
と
躍
る
よ
う
に
し
て
来
る
姿
」「
二

歳
か
三
歳
の
幼
児
が
、
小
さ
な
ご
み
を
見
つ
け
て
見
せ
て
い
る
様
子
」「
髪
を
お
か
っ
ぱ
に
し
た
幼
児
の
様
子
」
な
ど
の
四
つ
が
、
生
徒
の
イ

メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
出
て
く
れ
ば
よ
い
。
第
二
百
七
段
で
は
、「
五
月
頃
に
山
里
に
出
か
け
た
と
き
、
草
が
生
い
茂
っ
た
と
こ
ろ
を
行
く
と
、
下

に
深
く
は
な
い
け
れ
ど
水
が
あ
っ
て
、
歩
く
に
つ
れ
て
飛
び
散
る
様
子
」
が
、
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
を
伴
っ
て
出
て
く
れ
ば
よ
い
。

　

第
百
四
十
五
段
で
「
う
つ
く
し
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
第
二
百
七
段
で
「
を
か
し
」
と
い
っ
て
い
る
の

は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
横
の
訳
文
を
参
考
に
し
、
自
分
の
想
像
し
た
こ
と
も
加
え
て
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

5�

初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
言
葉
の
つ
な
が
り
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
は
っ
き
り
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

振
り
返
り　　

文
章
に
即
し
て
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
し
っ
か
り
捉
え
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
一
時

枕
草
子

p18-19_２年第１時.indd   18 11.2.15   9:29:28 AM



19 2 年　第二時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年

二
年

21�

筆
者
の
「
人
の
見
方
」
に
注
意
し
て
、

「
徒
然
草
」
の
第
五
十
二
段
と
第
九
十
二

段
の
、
教
師
の
範
読
を
聞
く
。

2�

教
師
の
後
に
つ
い
て
、
第
五
十
二
段
と
第

九
十
二
段
を
音
読
す
る
。

3�

そ
れ
ぞ
れ
の
段
で
、
筆
者
は
人
間
を
ど
う

見
て
い
る
か
。
各
自
の
読
み
取
っ
た
も
の

を
発
表
す
る
。

4�

好
き
な
段
を
選
ん
で
、
音
読
の
練
習
を
す

る
。

5�

好
き
な
段
を
選
ん
で
、
音
読
発
表
を
す

る
。

1�

句
点
は
し
っ
か
り
間
を
置
き
、
読
点
は
言
葉
の
つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
て
、
間
の
置
き
方
に
長
短
を
つ
け
て

―
あ
ま
り
極
端
に
し
な
い
。
基

本
は
、
し
っ
か
り
間
を
置
く
。

―
ゆ
っ
く
り
読
む
。

　

こ
れ
か
ら
、「
徒
然
草
」
の
第
五
十
二
段
と
第
九
十
二
段
を
ゆ
っ
く
り
読
み
ま
す
。
言
葉
の
つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
て
、
横
に
書
か

れ
た
訳
に
も
注
意
し
、
筆
者
が
お
坊
さ
ん
や
人
間
を
ど
う
見
て
い
る
か
を
考
え
な
が
ら
聞
き
ま
し
ょ
う
。

2��

1
と
同
じ
よ
う
に
、
言
葉
の
つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
て
、
短
い
間
の
読
点
の
と
こ
ろ
は
つ
な
げ
て
、
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い

う
形
で
進
め
る
。
ゆ
っ
く
り
読
む
と
い
う
こ
と
に
気
を
配
り
た
い
。

3�
第
五
十
二
段
で
は
、
筆
者
は
、
仁
和
寺
に
い
る
僧
が
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
、
石
清
水
八
幡
宮
に
お
参
り
に
行
き
、
お
参
り
せ
ず
に
帰
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
と
語
っ
た
内
容
に
即
し
て
捉
え
ら
れ
れ
ば
よ
い
。
第
九
十
二
段
で
は
、
師
と
は
「
す
ご
い
も
の
だ
」
と
捉
え
る
か
、

人
間
と
は
「
自
分
で
も
気
づ
か
ず
に
怠
け
心
を
も
つ
も
の
だ
」
と
捉
え
る
か
。
こ
ち
ら
も
、
師
の
言
っ
た
言
葉
と
そ
の
解
説
の
大
要
を
捉
え
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
。

　

第
五
十
二
段
に
は
、
あ
る
お
坊
さ
ん
が
石
清
水
八
幡
宮
に
お
参
り
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
と
、
帰
っ
て
、
そ
の
と
き
の
こ
と
を
人

に
話
し
た
こ
と
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
九
十
二
段
に
は
、
弓
の
先
生
の
言
っ
た
こ
と
と
、
そ
の
解
説
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
、
筆
者
が
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

4�

時
間
は
五
分
程
度
。
初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
言
葉
の
つ
な
が
り
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ
で
、
は
っ
き
り
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指

示
す
る
。

5��

時
間
の
許
す
限
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に
読
ま
せ
た
い
。

振
り
返
り　　

文
章
に
即
し
て
、
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
捉
え
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
二
時

徒
然
草

p18-19_２年第１時.indd   19 11.2.15   9:29:28 AM



202 年　第三時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年2

二
年

1�

話
の
内
容
に
注
意
し
な
が
ら
、「
枕
草
子
」

と
「
徒
然
草
」
の
四
つ
の
話
の
教
師
の
範

読
を
聞
く
。

2�

教
師
の
後
に
つ
い
て
、「
枕
草
子
」
と

「
徒
然
草
」
の
音
読
を
す
る
。

3�

「
枕
草
子
」
と
「
徒
然
草
」
の
四
つ
か

ら
、
気
に
入
っ
た
話
を
一
つ
選
ん
で
、
筆

者
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
つ
い
て
自

分
が
考
え
た
こ
と
を
書
く
。

4�

書
い
た
こ
と
を
四
人
一
組
に
な
っ
て
、
発

表
し
合
う
。

1�

句
読
点
の
と
こ
ろ
は
し
っ
か
り
間
を
置
き
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

2�

ま
ず
教
師
が
ゆ
っ
く
り
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。

3�
四
つ
の
話
の
中
か
ら
、
共
感
で
き
る
点
、
似
た
よ
う
な
経
験
や
事
柄
な
ど
を
、
自
由
に
短
い
文
章
に
ま
と
め
さ
せ
る
。

　

�
生
徒
が
、
自
分
た
ち
の
感
覚
や
考
え
方
と
比
べ
な
が
ら
文
章
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
典
の
世
界
を
身
近
に
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
ね
ら
い
で

あ
る
。

　

今
読
ん
だ
四
つ
の
話
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
自
分
の
考
え
を
体
験
を
交
え
て
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
枕
草
子
」
を
選
ん
だ
場
合
に
は
、「
か
わ
い
い
な
、
き
れ
い
だ
な
と
思
っ
た
こ
と
や
も
の
」、「
徒
然
草
」
の
場
合
に
は
「
部
活
動

で
の
体
験
」「
旅
行
で
の
失
敗
」
な
ど
を
思
い
出
し
て
筆
者
が
言
っ
て
い
る
こ
と
と
比
べ
て
み
よ
う
。

4�

四
人
一
組
に
な
っ
て
、
お
互
い
に
ま
と
め
た
こ
と
を
聞
き
合
い
、
共
感
で
き
る
と
こ
ろ
や
、
自
分
の
考
え
と
違
う
と
こ
ろ
に
気
づ
か
せ
る
な

ど
、
交
流
の
時
間
と
す
る
。

振
り
返
り　　

筆
者
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
自
分
た
ち
と
の
対
比
の
中
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

第
三
時

枕
草
子
・
徒
然
草

p20-21_２年第３時.indd   20 11.2.15   9:34:36 AM



21 2 年　第四時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年

二
年

21�

言
葉
の
切
れ
続
き
に
注
意
し
て
、
教
師
の

三
編
の
漢
詩
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広

陵
に
之
く
を
送
る
」「
春
望
」「
絶
句
」
の

音
読
を
聞
く
。

2�

リ
ズ
ム
に
注
意
し
て
、
三
編
の
漢
詩
を
教

師
の
範
読
に
続
い
て
読
む
。

3�

参
考
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
訓
読
文
」
に

つ
い
て
、
教
師
の
説
明
を
聞
き
、
漢
詩
・

漢
文
の
形
式
を
知
る
。

4�

三
編
の
漢
詩
を
、
各
自
で
音
読
練
習
を
す

る
。

1�

三
編
の
漢
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
を
、
生
徒
に
は
文
字
を
し
っ
か
り
目
で
追
う
よ
う
に
指
示
し
、
文
節
に
区
切
っ
て
読
む
よ
う
な
読
み
方
で
、
ゆ
っ
く

り
読
む
。

　

今
日
か
ら
漢
詩
の
学
習
を
し
ま
す
。
こ
の
学
習
は
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
が
中
心
で
す
。
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
で
、
漢
詩
の
リ

ズ
ム
を
味
わ
い
、
ま
た
詩
に
描
か
れ
た
情
景
や
詩
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
思
い
を
捉
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
初
め
に
、
先
生
が

ゆ
っ
く
り
読
み
ま
す
。
言
葉
の
切
れ
る
と
こ
ろ
、
つ
な
が
る
と
こ
ろ
に
注
意
し
て
、
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

2�

一
句
ず
つ
、
ゆ
っ
く
り
、
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。

3�
漢
詩
・
漢
文
を
日
本
語
の
語
順
に
従
っ
て
読
む
た
め
に
日
本
人
が
工
夫
し
た
「
レ
点
」
や
「
一
・
二
点
」、「
送
り
仮
名
」
な
ど
に
つ
い
て
、
教

材
の
理
解
に
必
要
な
範
囲
で
説
明
す
る
。
ま
た
、
そ
の
他
、
気
づ
い
た
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
、
最
初
の
詩
が
七
言
絶
句
で
あ
る
こ
と
、
二
つ

目
が
五
言
律
詩
で
あ
る
こ
と
、
三
つ
目
が
五
言
絶
句
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
絶
句
と
律
詩
に
は
、
五
言
と
七
言
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

　

今
、
み
な
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
の
を
「
書
き
下
し
文
」
と
い
い
ま
す
。
左
に
掲
げ
て
あ
る
の
が
、
も
と
の
中
国
語
の
詩
に
、

日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
、
日
本
人
が
工
夫
し
た
も
の
で
す
。
も
と
の
中
国
語
で
書
か
れ
た
も
の
を
「
白
文
」、
そ
れ
に
日
本
人
が

工
夫
し
た
も
の
を
「
訓
読
文
」
と
い
い
ま
す
。「
訓
読
文
」
に
は
、「
二
・
一
」
と
い
う
点
や
「
レ
」
と
い
う
点
が
付
い
て
い
ま
す

ね
。
こ
れ
を
「
返
り
点
」
と
い
い
、「
二
」
の
下
か
ら
「
一
」
ま
で
を
先
に
読
む
、「
レ
」
の
下
の
一
文
字
を
先
に
読
む
と
い
う
印

で
す
。
ま
た
「
送
り
仮
名
」
も
付
い
て
い
ま
す
ね
。
こ
ん
な
工
夫
を
し
て
、
日
本
人
は
中
国
語
を
読
み
、
中
国
の
文
化
を
取
り
入

れ
て
き
た
の
で
す
。

4�

初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
は
っ
き
り
音
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。
時
間
の
許
す
限
り
、
練
習

す
る
。

振
り
返
り　　

返
り
点
に
注
意
し
て
、
音
読
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

第
四
時

漢
詩

p20-21_２年第３時.indd   21 11.2.15   9:34:36 AM



222 年　第五時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年2

二
年

1�

教
師
の
漢
詩
「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広

陵
に
之
く
を
送
る
」
の
範
読
を
聞
く
。

2�

教
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
声
に
出
し
て
読

む
。

3�

こ
の
作
品
の
内
容
の
大
体
を
と
ら
え
る
。

4�

作
者
の
心
情
に
つ
い
て
、
気
が
つ
い
た
こ

と
を
発
表
す
る
。

　
5�

「
黄
鶴
楼
に
て
孟
浩
然
の
広
陵
に
之
く
を

送
る
」
を
、
全
員
が
声
を
そ
ろ
え
て
音
読

す
る
。

1�

範
読
は
ゆ
っ
く
り
と
読
む
。

2�

繰
り
返
し
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
で
、
リ
ズ
ム
を
味
わ
わ
せ
る
。

3�

脚
注
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
漢
詩
に
う
た
わ
れ
て
い
る
内
容
の
大
体
を
理
解
す
る
。

　

こ
の
作
品
で
は
、
作
者
は
ど
こ
に
い
て
、
何
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

4�

作
者
の
向
き
合
う
風
景
や
光
景
、
作
者
の
心
情
な
ど
を
と
ら
え
、
発
表
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
の
背
景
と
し
て
、
李
白
と
孟
浩
然
の
関
係
に

つ
い
て
も
思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
り
、
生
徒
自
身
の
経
験
と
結
び
つ
け
て
考
え
た
り
で
き
る
と
よ
い
。

　

作
者
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
気
が
つ
い
た
こ
と
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

　

作
者
の
李
白
と
、
孟
浩
然
は
ど
の
よ
う
な
関
係
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
、
似
た
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
そ
の
と

き
の
自
分
の
気
持
ち
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
作
者
の
気
持
ち
を
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

5��

様
子
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
リ
ズ
ム
に
気
を
つ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。
で
き
れ
ば
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

振
り
返
り　　

漢
詩
に
興
味
を
も
ち
、
様
子
を
思
い
浮
か
べ
、
リ
ズ
ム
に
気
を
つ
け
て
読
も
う
と
し
た
か
。

第
五
時

漢
詩

p22-23_２年第５時.indd   22 11.2.15   1:46:36 PM



23 2 年　第六時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年

二
年

21�

教
師
の
漢
詩
「
春
望
」
の
範
読
を
聞
き
、

ま
た
、
こ
の
詩
の
内
容
や
背
景
に
つ
い

て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

2�

教
師
の
漢
詩
「
絶
句
」
の
音
読
を
聞
き
、

ま
た
、
こ
の
詩
の
内
容
や
背
景
に
つ
い

て
、
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
す
る
。

3�

「
春
望
」
と
「
絶
句
」
と
を
、
教
師
の
指

示
に
従
っ
て
全
員
で
声
を
そ
ろ
え
て
読

む
。

4�

好
き
な
漢
詩
を
選
ん
で
、
音
読
発
表
を
す

る
。

1�

範
読
は
ゆ
っ
く
り
、
し
か
も
、
で
き
れ
ば
三
句
と
四
句
、
五
句
と
六
句
が
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
よ
う
に
読
み
た
い
。
そ
の
後
、
こ

の
詩
に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
春
の
様
子
な
の
か
、
ど
ん
な
作
者
の
思
い
を
う
た
っ
た
も
の
な
の
か
を
考
え
さ
せ
る
。

　

こ
れ
か
ら
「
春
望
」
を
読
み
ま
す
。
ど
ん
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か
に
注
意
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

作
者
は
今
、
ど
ん
な
立
場
で
ど
ん
な
こ
と
を
思
っ
て
い
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

2�

範
読
は
ゆ
っ
く
り
、
し
か
し
、
絶
句
の
特
徴
が
わ
か
る
よ
う
に
三
句
目
は
リ
ズ
ム
を
変
え
て
読
む
。
そ
の
後
、
生
徒
の
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ
る
よ

う
に
、
ま
た
、
詩
に
表
れ
た
作
者
の
心
情
が
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩
か
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。
注
記
に
敷
衍
し
て
、
一

句
と
二
句
と
に
あ
る
「
江
」
と
「
山
」、「
碧
」
と
「
青
」、「
鳥
」
と
「
花
」、「
白
」
と
「
然
（
赤
）」
の
対
比
に
つ
い
て
気
づ
か
せ
、
こ
の
と

き
の
作
者
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

　

こ
れ
か
ら
「
絶
句
」
を
読
み
ま
す
。
対
比
さ
れ
て
い
る
色
や
物
に
注
意
し
て
聞
い
て
く
だ
さ
い
。
注
を
参
考
に
し
て
作
者
の
置
か

れ
た
状
況
や
心
情
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

3�

リ
ズ
ム
に
気
を
つ
け
て
、
ゆ
っ
く
り
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。
で
き
れ
ば
、
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

4�

時
間
の
許
す
限
り
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
生
徒
に
音
読
さ
せ
る
。
聞
い
て
い
る
人
に
、
詩
に
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
様
子
な
の
か
、

作
者
の
ど
ん
な
気
持
ち
を
う
た
っ
た
か
が
伝
わ
る
よ
う
に
意
識
さ
せ
た
い
。

振
り
返
り　　

好
き
な
漢
詩
を
選
ん
で
、
そ
の
特
徴
を
聞
い
て
い
る
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
読
も
う
と
し
た
か
。

第
六
時

漢
詩
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243 年　第一時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年3

三
年

1�

こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
習
の
全
体
の
概
要
を

知
る
。

2�

情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、「
お
く
の

ほ
そ
道
」
の
冒
頭
「
月
日
は
」
の
教
師
の

範
読
と
説
明
を
聞
く
。

3�

芭
蕉
に
つ
い
て
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に

つ
い
て
、
ま
た
、
こ
の
「
月
日
は
」
の
場

面
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
こ
と
や
気
が

つ
い
た
こ
と
を
発
表
し
、
教
師
の
補
足
説

明
を
聞
く
。

4�

「
月
日
は
」
の
場
面
を
、
教
師
の
後
に
つ

い
て
音
読
す
る
。

5�

「
月
日
は
」
の
場
面
を
、
各
自
で
音
読
練

習
す
る
。

1�

こ
れ
か
ら
扱
う
全
教
材
の
プ
リ
ン
ト
を
配
り
、
ど
ん
な
授
業
を
す
る
か
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
た
ち
が
教
材
に
つ
い
て
、
ど
の

く
ら
い
知
識
を
も
っ
て
い
る
か
、
確
か
め
て
お
く
。

　

プ
リ
ン
ト
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
前
半
に
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
中
か
ら
、
冒
頭
の
、「
月
日
は
」
の
場
面
と
、
有
名
な
「
平
泉
」

の
場
面
が
、
後
半
に
「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
プ
リ
ン
ト
の
中
で
、
知
っ
て
い
る
作
品
は
あ
り
ま
す
か
。
今

日
か
ら
、
前
半
三
時
間
、
後
半
三
時
間
、
こ
の
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
て
学
習
し
ま
す
。
声
に
出
し
て
読
む
こ
と
が
学
習
の
中
心
で
す

が
、
そ
の
中
で
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
で
は
作
者
は
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
・
考
え
た
か
、「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
で
は
自
分
は

そ
の
言
葉
を
ど
う
受
け
取
っ
た
か
、
そ
の
言
葉
か
ら
何
を
考
え
た
か
に
つ
い
て
も
、
学
習
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

2�
本
文
横
に
あ
る
訳
も
参
考
に
聞
き
、
ど
ん
な
情
景
か
、
想
像
す
る
よ
う
に
促
す
。
句
読
点
の
と
こ
ろ
は
、
し
っ
か
り
間
を
置
き
、
ゆ
っ
く
り
読

む
。
そ
の
後
、
固
有
名
詞
と
特
に
難
し
い
と
思
わ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

3�

生
徒
に
発
表
さ
せ
た
後
、
教
師
が
補
足
説
明
す
る
。
芭
蕉
に
つ
い
て
は
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
理
解
す
る
の
に
必
要
な
限
り
と
す
る
。「
お
く

の
ほ
そ
道
」
に
つ
い
て
は
、
紀
行
文
と
俳
句
と
か
ら
成
り
、「
月
日
は
」
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
旅
に
つ
い
て
の
芭
蕉
の
考
え
、
旅
立
ち
に
向

け
て
の
芭
蕉
の
気
持
ち
を
発
表
さ
せ
、
補
足
す
る
。
俳
句
に
つ
い
て
は
深
入
り
し
な
い
（
俳
句
は
第
三
時
に
扱
う
）。

　

旅
に
出
る
前
、
芭
蕉
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
か
。
行
動
も
参
考
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

4�

原
則
と
し
て
、
一
文
ず
つ
、
ま
ず
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。
た
だ
し
、「
予
も
い
ず
れ
の
年
よ
り
か
」
で
始

ま
る
文
は
、「
や
や
年
も
暮
れ
」
の
後
と
「
白
河
の
関
越
え
む
と
」
の
後
で
切
り
、「
も
も
引
き
の
破
れ
を
つ
づ
り
」
で
始
ま
る
文
は
、「
三
里

に
灸
据
ゆ
る
よ
り
」
の
後
と
俳
句
の
前
で
切
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
。

5�

初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
は
っ
き
り
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

振
り
返
り　　

文
章
の
特
徴
・
リ
ズ
ム
に
気
を
つ
け
て
、
音
読
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
一
時

お
く
の
ほ
そ
道
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25 3 年　第二時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年

三
年

31�

情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、「
お
く
の

ほ
そ
道
」
の
「
平
泉
」
の
場
面
の
教
師
の

範
読
を
聞
く
。

2�

「
平
泉
」
の
場
面
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い

る
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
し
、
教

師
の
補
足
説
明
を
聞
く
。

3�

「
平
泉
」
の
場
面
を
、
教
師
の
後
に
つ
い

て
音
読
す
る
。

4�

「
平
泉
」
の
場
面
に
つ
い
て
、
わ
か
っ
た

こ
と
・
気
が
つ
い
た
こ
と
を
発
表
し
、
教

師
の
補
足
説
明
を
聞
く
。

5�

「
平
泉
」
の
場
面
を
、
二
人
一
組
で
練
習

し
、
気
に
入
っ
た
部
分
を
暗
唱
す
る
。

1�

前
半
と
後
半
で
は
別
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
に
注
意
し
て
聞
く
よ
う
に
促
し
、
句
読

点
の
と
こ
ろ
は
、
し
っ
か
り
間
を
置
き
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。
前
半
部
で
は
、「
さ
て
も
義
臣
す
ぐ
つ
て
」
の
前
で
や
や
長
い
間
を
置
く
。

2�

平
泉
に
つ
い
て
、
藤
原
三
代
に
つ
い
て
、
義
経
に
つ
い
て
、「
春
望
」
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
る
と
い
う
生
徒
が
い
れ
ば
、
発
表
さ
せ
、
教
材

の
理
解
に
と
っ
て
不
足
が
あ
れ
ば
、
説
明
す
る
。
と
同
時
に
、
高
館
を
中
心
と
す
る
平
泉
の
地
図
を
掲
げ
て
、
大
門
・
秀
衡
の
館
の
跡
・
金
鶏

山
・
衣
川
・
和
泉
ヶ
城
・
衣
ヶ
関
、
そ
し
て
経
堂
・
光
堂
な
ど
の
位
置
関
係
を
原
文
と
か
ら
め
て
理
解
さ
せ
る
。

3�
原
則
と
し
て
、
一
文
ず
つ
、
ま
ず
教
師
が
読
み
、
続
い
て
生
徒
が
読
む
と
い
う
形
で
進
め
る
。
た
だ
し
、「
七
宝
散
り
う
せ
て
玉
の
扉
風
に
破

れ
」
で
始
ま
る
文
は
「
す
で
に
頽
廃
空
虚
の
草
む
ら
と
な
る
べ
き
を
」
の
後
で
一
度
切
る
と
よ
い
。

4�

前
半
と
後
半
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
で
、
芭
蕉
は
何
を
、
ど
の
よ
う
に
見
た
か
、
そ
こ
か
ら
何
を
感
じ
・
考
え
た
か
に
つ
い
て
、
わ
か
っ
た
こ

と
・
気
が
つ
い
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。
そ
し
て
、
不
足
が
あ
れ
ば
、
教
師
が
補
足
し
て
説
明
す
る
。
そ
の
際
、
生
徒
が
理
解
で
き
て
い
な

か
っ
た
語
句
、
難
し
い
語
句
の
説
明
も
加
え
る
。
俳
句
に
つ
い
て
は
深
入
り
し
な
い
（
俳
句
は
第
三
時
に
扱
う
）。

　

前
半
で
は
、
高
館
に
登
っ
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
そ
こ
で
芭
蕉
は
何
を
、
見
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
何
を
感
じ
・
考
え

た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

後
半
で
は
、
経
堂
と
光
堂
を
見
た
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
特
に
光
堂
で
は
、
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
・
考
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

5�

初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
は
っ
き
り
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

振
り
返
り　　

文
章
の
特
徴
・
リ
ズ
ム
に
気
を
つ
け
て
、
音
読
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
二
時

お
く
の
ほ
そ
道
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263 年　第三時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年3

三
年

1�

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
か
ら
好
き
な
場
面
を

選
ん
で
音
読
・
朗
読
の
発
表
を
す
る
。
聞

い
て
い
る
人
は
、
発
表
者
の
よ
か
っ
た
と

こ
ろ
を
指
摘
す
る
。

2�

「
平
泉
」
に
出
て
い
る
三
つ
の
俳
句
に
こ

め
ら
れ
た
芭
蕉
の
思
い
を
想
像
す
る
。
気

づ
い
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
合

う
。

3�

俳
句
を
音
読
・
朗
読
し
て
、
鑑
賞
す
る
。

1�

「
平
泉
」
は
、
前
半
と
後
半
の
二
つ
に
分
け
る
。
で
き
れ
ば
全
員
に
読
ま
せ
た
い
が
、
学
級
の
実
態
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
三
、四
名

（
全
体
で
十
名
ほ
ど
）
の
生
徒
に
読
ま
せ
る
。

　

こ
れ
か
ら
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
音
読
・
朗
読
発
表
会
を
し
ま
す
。
で
き
る
だ
け
、
聞
い
て
い
る
人
に
、
そ
の
場
の
様
子
や
作
者

の
気
持
ち
が
伝
わ
る
よ
う
に
意
識
し
て
読
み
ま
し
ょ
う
。
聞
い
て
い
る
人
は
、
音
読
・
朗
読
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
発
表
者
に

よ
か
っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
を
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。「
平
泉
」
の
場
面
は
、
前
半
と
後
半
の
二
つ
に
分
け
ま
す
。

で
は
、
音
読
・
朗
読
し
た
い
と
こ
ろ
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

2�
そ
れ
ぞ
れ
の
俳
句
の
中
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
、
前
に
書
か
れ
て
い
る
散
文
と
関
連
づ
け
な
が
ら
、
内
容
を
と
ら
え
さ
せ
る
。
時
代
や
人
物

背
景
に
つ
い
て
教
師
が
補
う
と
よ
い
。
一
番
気
に
入
っ
た
句
を
挙
げ
さ
せ
、
感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
さ
せ
る
。

　

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
あ
る
俳
句
か
ら
い
ち
ば
ん
気
に
入
っ
た
一
つ
を
選
ん
で
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
た
の
か
、
感
じ
た

こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

3
「
切
れ
字
」
に
気
を
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
も
つ
リ
ズ
ム
に
注
意
し
て
音
読
す
る
よ
う
に
促
す
。

振
り
返
り　　

表
現
さ
れ
た
言
葉
を
結
び
つ
け
て
、
俳
句
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
か
。

第
三
時

お
く
の
ほ
そ
道
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27 3 年　第四時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年

三
年

31�

漢
文
「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
を
、
教
師

の
後
に
つ
い
て
一
文
ず
つ
音
読
す
る
。

2�

訓
読
文
に
注
目
し
な
が
ら
、
教
師
の
範
読

を
聞
き
、
意
味
を
正
確
に
と
ら
え
る
。

3�

好
き
な
言
葉
を
選
ん
で
音
読
し
、
そ
の

後
、
そ
の
言
葉
を
ど
こ
で
、
ど
ん
な
と
き

に
知
っ
た
か
を
発
表
す
る
。

4�

各
自
で
、
言
葉
の
意
味
を
考
え
な
が
ら
音

読
練
習
を
す
る
。

1�

句
読
点
で
し
っ
か
り
間
を
置
き
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

2�

横
の
訓
読
文
に
注
目
し
て
聞
く
よ
う
に
指
示
し
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
先
生
が
も
う
一
度
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
を
ゆ
っ
く
り
読
ん
で
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
横
の
訓
読
文

を
見
な
が
ら
聞
い
て
い
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
意
味
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。
返
り
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、

以
前
の
学
習
を
振
り
返
り
な
が
ら
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

3�
日
常
の
生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
言
葉
ば
か
り
で
あ
る
。
ど
こ
で
・
ど
ん
な
と
き
に
知
っ
た
か
を
発
表
さ
せ
、
聞
い
て
い
る
生
徒
に
も
、
具
体

的
な
場
面
と
言
葉
と
の
結
び
つ
き
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
た
い
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
は
日
常
生
活
の
中
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
ね
。
授
業
の
初
め
に
、
こ
の
「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
に
つ
い
て
、
知
っ

て
い
る
と
言
っ
て
い
た
人
も
い
ま
し
た
ね
。
み
な
さ
ん
は
ど
の
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ど
こ
で
、
ど
ん
な
と
き
に
知
っ
た
か

を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

4�

初
め
は
小
さ
な
声
（
微
音
読
）
で
、
リ
ズ
ム
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
は
っ
き
り
声
に
出
し
て
読
む
よ
う
に
指
示
す
る
。

振
り
返
り　　

学
習
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ
れ
を
活
用
し
て
新
し
い
学
習
に
取
り
組
も
う
と
し
た
か
。

第
四
時

漢
文
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283 年　第五時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年3

三
年

1�

漢
文
「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
の
教
師
の

範
読
を
聞
く
。
続
け
て
、
教
師
の
後
に
つ

い
て
一
文
ず
つ
音
読
す
る
。

2�

「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
か
ら
、「
百
聞

は
一
見
に
如
か
ず
」
を
引
用
し
た
例
文

と
、
引
用
せ
ず
に
状
況
を
説
明
し
た
例
文

を
読
み
、
そ
の
違
い
に
つ
い
て
、
気
づ
い

た
こ
と
を
発
表
す
る
。

3�

「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
か
ら
、
好
き
な

言
葉
を
一
つ
選
び
、
そ
の
言
葉
を
引
用
し

た
例
文
を
書
く
。

1�

リ
ズ
ム
や
漢
文
独
特
の
言
い
回
し
に
注
意
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
読
む
。

2�

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
引
用
し
た
文
章
と
そ
う
で
な
い
文
章
を
比
べ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
用
の
効
果
に
気
づ
か
せ
、
引
用
す
る

こ
と
へ
の
意
欲
づ
け
を
す
る
。

　

自
分
の
考
え
が
う
ま
く
ま
と
ま
ら
な
い
と
き
や
言
葉
に
し
に
く
い
と
き
に
、
他
の
人
の
言
葉
を
例
に
使
う
（
引
用
す
る
）
こ
と

で
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
表
現
が
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
次

の
文
章
を
比
べ
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
で
す
か
、
ど
ん
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
か
。

3�

な
か
な
か
書
け
な
い
生
徒
に
は
、
古
典
の
言
葉
の
現
代
語
訳
の
部
分
を
ま
ず
読
ま
せ
、
そ
の
意
味
を
確
か
め
さ
せ
る
。
そ
れ
ら
の
内
容
と
似
た

よ
う
な
経
験
を
あ
げ
さ
せ
、
引
用
す
る
言
葉
を
見
つ
け
る
よ
う
促
す
。
文
章
は
、
三
百
字
程
度
書
け
る
と
よ
い
。

　

「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
を
引
用
し
、
そ
れ
に
関
連
し
た
自
分
の
体
験
を
挙
げ
て
文
章
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

振
り
返
り　　

引
用
の
効
果
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
の
表
現
に
生
か
そ
う
と
し
た
か
。

第
五
時

漢
文
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29 3 年　第六時

学
習
活
動

指
導
の
内
容
・
教
師
の
発
問
・
指
導
上
の
留
意
点
・
評
価
な
ど

年

三
年

31�

前
時
に
書
い
た
漢
文
「
中
国
の
古
典
の
言

葉
」
の
一
節
を
引
用
し
た
文
章
を
音
読

し
、
発
表
す
る
練
習
を
す
る
。

2�

引
用
し
て
書
い
た
文
章
を
発
表
し
合
い
、

気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
な
ど
、
意

見
を
交
流
す
る
。

3�

学
習
を
振
り
返
り
、「
中
国
の
古
典
の
言

葉
」
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
と
の

か
か
わ
り
で
気
づ
い
た
こ
と
を
発
表
す

る
。

1�

各
自
で
、
前
時
に
書
い
た
文
章
を
小
さ
な
声
で
音
読
練
習
さ
せ
る
。

2�

書
い
た
文
章
を
発
表
し
合
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
仕
方
に
気
づ
か
せ
る
。

　

今
か
ら
、
み
な
さ
ん
が
書
い
た
文
章
を
一
人
ず
つ
、
み
ん
な
の
前
で
読
ん
で
も
ら
い
ま
す
。
し
っ
か
り
聞
い
て
、
そ
の
あ
と
感
じ

た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
、
感
心
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う
。

3�
古
典
と
自
分
た
ち
の
生
活
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
。「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
を
例
に
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
、

ど
の
よ
う
な
形
で
生
き
て
い
る
か
、
な
ど
。

　

「
中
国
の
古
典
の
言
葉
」
と
私
た
ち
の
生
活
と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。
気
づ
い
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
て
み

ま
し
ょ
う
。（
発
表
し
ま
し
ょ
う
。）

振
り
返
り　　

�

古
典
を
通
し
て
、
古
人
の
も
の
の
見
方
・
考
え
方
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
た
か
。

第
六
時

漢
文
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30教材〈一年〉

一
年

　
　

春
の
う
た�

草く
さ

野の

心し
ん

平ぺ
い

　
　
　
　
か
え
る
は
冬
の
あ
い
だ
は
土
の
中
に
い
て
春
に
な
る
と
地
上
に
出
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
そ
の
は
じ
め
て
の
日
の
う
た
。

ほ
っ　

ま
ぶ
し
い
な
。

ほ
っ　

う
れ
し
い
な
。

み
ず
は　

つ
る
つ
る
。

か
ぜ
は　

そ
よ
そ
よ
。

ケ
ル
ル
ン　

ク
ッ
ク
。

あ
あ
い
い
に
お
い
だ
。

ケ
ル
ル
ン　

ク
ッ
ク
。

ほ
っ　

い
ぬ
の
ふ
ぐ
り
が
さ
い
て
い
る
。

ほ
っ　

お
お
き
な
く
も
が
う
ご
い
て
く
る
。

ケ
ル
ル
ン　

ク
ッ
ク
。

ケ
ル
ル
ン　

ク
ッ
ク
。

�

出
典
『
げ
ん
げ
と
蛙
』

　
　

朧お
ぼ
ろ

月づ
き

夜よ�

高た
か

野の

辰た
つ

之ゆ
き

菜
の
花
畠ば

た
け

に　

入い
り

日ひ

薄う
す

れ
、

　

見
わ
た
す
山
の
端は　

霞か
す
みふ
か
し
。

春
風
そ
よ
ふ
く　

空
を
見
れ
ば
、

　

夕
月
か
か
り
て　

に
お
い
淡あ
わ

し
。

里
わ
の
火ほ

影か
げ

も
、
森
の
色
も
、

　

田
中
の
小こ

路み
ち

を　

た
ど
る
人
も
、

蛙か
わ
ずの
な
く
ね
も
、
か
ね
の
音お

と

も
、

　

さ
な
が
ら
霞か
す

め
る　

朧
月
夜
。

�

出
典
『
日
本
唱
歌
集
』
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31 教材〈一年〉

和
歌

�

持じ

統と
う

天て
ん

皇の
う

春
過
ぎ
て�
夏
来
た
る
ら
し�

白
た
へ
の�

衣こ
ろ
も

干
し
た
り�

天あ
め

の
香か

具ぐ

山や
ま

春
が
過
ぎ
て
夏
が
来
た
ら
し
い
。
真
っ
白
な
衣
を
干
し
て
い
る
よ
、
天
の
香
具
山
に
。

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
6　

萬
葉
集
①
』

�

紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

人
は
い
さ�

心
も
知
ら
ず�

ふ
る
さ
と
は�
花
ぞ
昔
の�

香か

に
に
ほ
ひ
け
る

人
の
心
（
の
中
）
は
、
さ
あ
、
ど
う
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。（
で
も
、）
古
く
か
ら
な
じ
ん
だ
こ

の
地
で
は
、（
梅
の
）
花
が
昔
の
ま
ま
の
香
り
で
咲
い
て
い
る
こ
と
よ
。

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11　

古
今
和
歌
集
』

�
在あ

り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

世
の
中
に 

絶
え
て
桜
の�

な
か
り
せ
ば�

春
の
心
は�

の
ど
け
か
ら
ま
し

こ
の
世
の
中
に
桜
が
全
く
な
か
っ
た
な
ら
ば
、（
花
が
散
っ
て
い
く
の
を
惜
し
み
悲
し
む
こ
と

も
な
く
、
世
の
中
の
人
の
）
春
の
心
は
の
ど
か
で
い
ら
れ
る
の
に
。

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
11　

古
今
和
歌
集
』

俳
句

行ゆ

く
春
や�

鳥
啼な

き
魚う

を

の�

目
は
な
み
だ�

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

行
く
春
を
惜
し
ん
で
、
鳥
は
悲
し
げ
に
鳴
き
、
魚
の
目
は
涙
に
う
る
ん
で
い
る
。

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
71　

松
尾
芭
蕉
集
②
』

春
の
海�

ひ
ね
も
す
の
た
り�

の
た
り
か
な�

与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

（
の
ど
か
な
）
春
の
海
は
一
日
中
、
の
た
り
の
た
り
と
寄
せ
て
は
返
し
て
い
る
こ
と
だ
。

�

出
典
『
日
本
古
典
文
学
全
集
42�

近
世
俳
句
俳
文
集
』

め
で
た
さ
も�

ち
う
位
な
り�

お
ら
が
春�

小こ

林ば
や
し

一い
っ

茶さ

特
に
立
派
な
こ
と
も
な
く
、
ま
あ
ま
あ
め
で
た
い
、
あ
る
が
ま
ま
の
私
の
新
春
だ
。

�

出
典
『
鑑
賞�

日
本
古
典
文
学　

第
32
巻　

蕪
村
・
一
茶
』

若わ
か

鮎あ
ゆ

の　

二ふ
た

手て

に
な
り
て　

上
り
け
り�

正ま
さ

岡お
か

子し

規き

若
く
て
勢
い
の
よ
い
鮎
の
群
れ
が
、
流
れ
の
分
か
れ
め
で
二
手
に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
川
を

遡
っ
て
い
く
。

�

出
典
『
日
本
の
詩
歌
3　

正
岡
子
規　

伊
藤
左
千
夫
■�

�

長
塚
節　

高
浜
虚
子　

河
東
碧
梧
桐
』
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32教材〈一年〉

随
筆

春
は
あ
け
ぼ
の
。

や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
は
、

少
し
あ
か
り
て
、

紫む
ら
さ
きだ
ち
た
る
雲
の　

細
く
た
な
び
き
た
る
。

春
は
明
け
方
（
が
よ
い
）。

し
だ
い
に
白
く
な
っ
て
い
く
山
に
接
し
た
あ
た
り
の
空
が
、

少
し
光
を
増
し
て
、

紫
が
か
っ
た
雲
が
細
く
た
な
び
い
て
い
る
（
の
は
趣
が
あ
る
）。

�

（
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
よ
り
）

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18　

枕
草
子
』

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、

日
暮
ら
し �

硯す
ず
りに

向
か
ひ
て
、

心
に
う
つ
り
ゆ
く　

よ
し
な
し
ご
と
を
、

そ
こ
は
か
と
な
く�

書
き
つ
く
れ
ば
、

あ
や
し
う
こ
そ　

も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
。

な
す
こ
と
も
な
い
ま
ま
に
、

一
日
中
、
硯
に
向
か
っ
て
、

心
に
浮
か
ん
で
は
消
え
て
い
く
た
わ
い
も
な
い
こ
と
を
、

と
り
と
め
も
な
く
書
き
つ
け
て
い
る
と
、

あ
き
れ
る
ほ
ど
気
分
が
高
ぶ
っ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
よ
。

�

（
兼
好
法
師
『
徒
然
草
』
よ
り
）

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
44　

方
丈
記
■�

�

徒
然
草　

正
法
眼
蔵
随
聞
記　

歎
異
抄
』

物
語

祇ぎ

園を
ん

精し
や
う

舎じ
や

の
鐘か

ね

の
声
、
諸し

よ

行ぎ
や
う

無む

常じ
や
う

の
響ひ

び

き
あ
り
。

娑し
や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
花
の
色
、
盛じ

や
う

者し
や

必ひ
つ

衰す
い

の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す
。

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。

た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅ほ
ろ

び
ぬ
、ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。

祇
園
精
舎
の
鐘
の
音
に
は
、
諸
行
無
常
の
響
き
が
あ
る
。
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33 教材〈一年〉

娑
羅
双
樹
の
花
の
色
は
、
盛
者
必
衰
の
道
理
を
表
し
て
い
る
。

お
ご
り
た
か
ぶ
っ
て
い
る
人
も
長
く
は
続
か
な
い
、
ま
る
で
（
短
く
は
か
な
い
）
春
の
夜
の
夢

の
よ
う
で
あ
る
。

勢
い
の
盛
ん
な
者
も
つ
い
に
は
滅
び
て
し
ま
う
、
全
く
（
た
ち
ま
ち
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

う
）
風
の
前
の
塵
と
同
じ
で
あ
る
。

�

（『
平
家
物
語
』
よ
り
）

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
45　

平
家
物
語
①
』

漢
詩

春し
ゆ
ん

暁げ
う　
　
　
　
　
　
　

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん��

春し
ゆ
ん

眠み
ん　

暁
あ
か
つ
きを
覚
え
ず

処し
よ

処し
よ　

啼て
い

鳥て
う

を
聞
く

夜や

来ら
い

風
雨
の
声

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少

春
の
心
地
よ
い
眠
り
に　

夜
が
明
け
る
の
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た

外
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら　

鳥
の
さ
え
ず
り
が
聞
こ
え
て
き
た

昨
夜
は
風
と
雨
の
音
が　

だ
い
ぶ
激
し
か
っ
た
が

花
は
ど
れ
ほ
ど
散
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

�

出
典
『
新
書
漢
文
大
系
6　

唐
詩
選
（
新
版
）』

漢
文

吾わ
れ

、
十
有
五
に
し
て
学が

く

に
志
す
。

三
十
に
し
て
立
つ
。

四し

十
に
し
て
惑ま

ど

は
ず
。

五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
。

六
十
に
し
て
耳
順し
た
が

ふ
。

七し
ち

十
に
し
て
心
の
欲ほ

つ

す
る
と
こ
ろ
に
従
ひ
て
、
矩の

り

を
こ
え
ず
。

私
は
、
十
五
歳
で
学
問
を
し
よ
う
と
決
意
し
た
。

三
十
歳
で
、
学
問
の
基
礎
を
確
立
し
た
。

四
十
歳
で
、
自
信
を
得
て
迷
わ
な
く
な
っ
た
。

五
十
歳
で
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
自
分
の
使
命
を
知
っ
た
。

六
十
歳
で
、
他
の
意
見
を
素
直
に
聞
き
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

七
十
歳
で
、
自
分
の
し
た
い
と
お
り
に
行
動
し
て
も
、
人
の
道
を
は
ず
れ
な
い
よ
う
に
な
っ

た
。�

（『
論
語
』
よ
り
）

�

出
典
『
新
釈
漢
文
大
系　

第
1
巻　

論
語
』
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34教材〈一年〉

物
語

　
　
　

竹
取
物
語

今
は
昔
、
竹
取
の
翁お
き
なと
い
ふ
者
あ
り
け
り
。

野
山
に
ま
じ
り
て
竹
を
取
り
つ
つ
、

よ
ろ
づ
の
こ
と
に
使
ひ
け
り
。

名
を
ば
、
さ
ぬ
き
の
造
み
や
つ
こと
な
む
い
ひ
け
る
。

そ
の
竹
の
中
に
、
も
と
光
る
竹
な
む
一
筋
あ
り
け
る
。

あ
や
し
が
り
て
、
寄
り
て
見
る
に
、
筒
の
中
光
り
た
り
。

そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な
る
人
、

い
と
う
つ
く
し
う
て
ゐ
た
り
。

今
と
な
っ
て
は
昔
の
こ
と
だ
が
、
竹
取
の
翁
と
い
う
者
が
い
た
。

野
山
に
分
け
入
っ
て
竹
を
取
っ
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
っ
て
い
た
。

名
は
、
さ
ぬ
き
の
造
と
い
っ
た
。

そ
の
竹
の
中
に
、
根
も
と
の
光
る
竹
が
一
本
あ
っ
た
。

不
思
議
に
思
っ
て
、
近
寄
っ
て
見
る
と
、
筒
の
中
が
光
っ
て
い
る
。

そ
の
筒
の
中
を
見
る
と
、
三
寸
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
人
が
、

た
い
そ
う
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で
座
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

○
●
○
●
○

天
人
の
中
に
、
持
た
せ
た
る
箱
あ
り
。

天あ
ま

の
羽は

ご
ろ
も衣
入い

れ
り
。

ま
た
あ
る
は
、
不
死
の
薬
入
れ
り
。

一
人
の
天
人
言
ふ
、

「
壺つ
ぼ

な
る
御み

く
す
り薬
た
て
ま
つ
れ
。

き
た
な
き
所
の
物
き
こ
し
め
し
た
れ
ば
、

御お
ん
こ
こ
ち

心
地
悪あ

し
か
ら
む
も
の
ぞ
。」

と
て
、
持も

て
寄
り
た
れ
ば
、

い
さ
さ
か
な
め
た
ま
ひ
て
、
少
し
、
形
見
と
て
、

脱ぬ

ぎ
置
く
衣き

ぬ

に
包
ま
む
と
す
れ
ば
、
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35 教材〈一年〉

あ
る
天
人
包
ま
せ
ず
。

御み

衣ぞ

を
取
り
い
で
て
着
せ
む
と
す
。

そ
の
と
き
に
、
か
ぐ
や
姫
、

「
し
ば
し
待
て
。」
と
言
ふ
。

「
衣
、
着
せ
つ
る
人
は
、

心
異こ
と

に
な
る
な
り
と
い
ふ
。

も
の
ひ
と
言
、
言
ひ
置
く
べ
き
こ
と
あ
り
け
り
。」

と
言
ひ
て
、
文ふ
み

書
く
。

天
人
の
中
（
の
一
人
）
に
、
持
た
せ
た
箱
が
あ
る
。

（
そ
れ
に
は
）
天
の
羽
衣
が
入
っ
て
い
る
。

ま
た
別
の
箱
に
は
、
不
死
の
薬
が
入
っ
て
い
る
。

一
人
の
天
人
が
言
う
、

「
壺
に
入
っ
て
い
る
お
薬
を
お
飲
み
く
だ
さ
い
。

き
た
な
い
地
上
の
も
の
を
召
し
あ
が
っ
て
き
た
の
で
、

ご
気
分
が
悪
い
こ
と
で
し
ょ
う
。」

と
言
っ
て
、（
薬
を
）
持
っ
て
そ
ば
に
寄
っ
て
き
た
の
で
、

（
か
ぐ
や
姫
は
）
僅
か
に
お
な
め
に
な
っ
て
、
少
し
、
形
見
と
し
て
、

脱
い
で
お
く
着
物
に
包
も
う
と
す
る
と
、

（
そ
こ
に
）
い
る
天
人
が
包
ま
せ
な
い
。

天
の
羽
衣
を
取
り
出
し
て
、（
か
ぐ
や
姫
に
）
着
せ
よ
う
と
す
る
。

そ
の
と
き
に
、
か
ぐ
や
姫
は
、

「
し
ば
ら
く
待
ち
な
さ
い
。」
と
言
う
。

「
天
の
羽
衣
を
着
せ
て
し
ま
っ
た
人
は
、

心
が
（
こ
の
世
の
人
間
と
は
）
変
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
実
は
）
ひ
と
言
、
言
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。」

と
言
っ
て
、（
帝
に
宛
て
て
）
手
紙
を
書
く
。

　
　
　
　

○
●
○
●
○

中
将
取
り
つ
れ
ば
、

ふ
と
天あ
ま

の
羽は

衣ご
ろ
も

う
ち
着
せ
た
て
ま
つ
り
つ
れ
ば
、

翁お
き
なを

、「
い
と
ほ
し
、
か
な
し
。」

と
お
ぼ
し
つ
る
こ
と
も
失う

せ
ぬ
。

こ
の
衣き
ぬ

着
つ
る
人
は
物
思
ひ
な
く
な
り
に
け
れ
ば
、

車
に
乗
り
て
、
百
人
ば
か
り
天て
ん

人に
ん

具
し
て
、
昇の

ぼ

り
ぬ
。

そ
の
の
ち
、
翁
・
嫗お
う
な、
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血
の
涙な

み
だを
流
し
て
惑ま

ど

へ
ど
、
か
ひ
な
し
。

中
将
が
（
手
紙
と
壺
を
）
受
け
取
る
と
、

（
天
人
が
）
さ
っ
と
天
の
羽
衣
を
（
か
ぐ
や
姫
に
）
着
せ
て
さ
し
あ
げ
た
の
で
、

お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
を
、「
気
の
毒
だ
、
か
わ
い
そ
う
だ
。」

と
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
消
え
失
せ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
天
の
羽
衣
を
着
た
人
は
、
地
上
の
人
間
と
し
て
の
感
情
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

（
そ
の
ま
ま
）
天
を
飛
ぶ
車
に
乗
っ
て
、
百
人
ほ
ど
の
天
人
を
引
き
連
れ
て
、（
月
の
世
界
に
）

昇
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
の
ち
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
は
、

血
の
涙
を
流
し
て
悲
し
む
け
れ
ど
も
、
ど
う
に
も
し
か
た
が
な
い
。

�
出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
12
■�

�

竹
取
物
語　

伊
勢
物
語　

大
和
物
語　

平
中
物
語
』

二
年

枕
草
子�

清せ
い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

　

う
つ
く
し
き
も
の　

瓜う
り

に
か
き
た
る
ち
ご
の
顔
。
す
ず
め
の
子

の
、
ね
ず
鳴
き
す
る
に
躍を
ど

り
来
る
。
二
つ
三
つ
ば
か
り
な
る
ち
ご

の
、
急
ぎ
て
は
ひ
来
る
道
に
、
い
と
小
さ
き
ち
り
の
あ
り
け
る

を
、
目
ざ
と
に
見
つ
け
て
、
い
と
を
か
し
げ
な
る
お
よ
び
に
と
ら

へ
て
、
大
人
ご
と
に
見
せ
た
る
、
い
と
う
つ
く
し
。

　

頭か
し
らは
尼あ

ま

そ
ぎ
な
る
ち
ご
の
、
目
に
髪か

み

の
覆お

ほ

へ
る
を
、
か
き
は
や

ら
で
、
う
ち
か
た
ぶ
き
て
物
な
ど
見
た
る
も
、
う
つ
く
し
。

�

（
第
百
四
十
五
段
）

　

か
わ
い
ら
し
い
も
の　

瓜
に
描
い
て
あ
る
幼
児
の
顔
。
す
ず
め
の
子
が
、
ね
ず
み
の
鳴
き
ま

ね
を
す
る
と
躍
る
よ
う
に
し
て
来
る
（
姿
）。
二
歳
か
三
歳
ぐ
ら
い
の
幼
児
が
、
急
い
で
は
っ

て
来
る
道
に
、
と
て
も
小
さ
な
ご
み
が
あ
っ
た
の
を
、
目
ざ
と
く
見
つ
け
て
、
と
て
も
か
わ
い

げ
な
指
に
つ
ま
ん
で
、
大
人
一
人
一
人
に
見
せ
て
い
る
の
は
、
と
て
も
か
わ
い
ら
い
し
い
。

　

髪
を
お
か
っ
ぱ
に
し
て
い
る
幼
児
が
、
目
に
髪
が
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
を
、
払
い
の
け
も
し

な
い
で
、
首
を
か
し
げ
て
何
か
を
見
て
い
る
の
も
、
か
わ
い
ら
し
い
。

　
　
　
　

○
●
○
●
○

　

五さ
つ
き月

ば
か
り
な
ど
に
山
里
に
あ
り
く
、
い
と
を
か
し
。
草
葉
も

水
も
、
い
と
青
く
見
え
わ
た
り
た
る
に
、
上う
へ

は
つ
れ
な
く
て
、
草

生
ひ
し
げ
り
た
る
を
、
な
が
な
が
と
、
た
た
ざ
ま
に
行
け
ば
、
下
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37 教材〈二年〉

は
え
な
ら
ざ
り
け
る
水
の
、
深
く
は
あ
ら
ね
ど
、
人
な
ど
の
歩
む

に
、
走
り
あ
が
り
た
る
、
い
と
を
か
し
。�

（
第
二
百
七
段
）

　

五
月
頃
な
ど
に
山
里
に
出
か
け
る
の
は
、
と
て
も
お
も
し
ろ
い
。
草
の
葉
も
水
も
、
一
面
に

真
っ
青
に
見
え
て
い
る
の
に
、
表
面
は
な
に
ご
と
も
な
い
様
子
で
、
草
が
生
い
茂
っ
て
い
る
と

こ
ろ
を
、
延
々
と
、
ま
っ
す
ぐ
に
行
く
と
、
下
に
は
な
ん
と
も
い
え
な
い
ほ
ど
の
（
美
し
い
）

水
が
、
深
く
は
な
い
け
れ
ど
、
人
が
歩
く
の
に
つ
れ
て
、
飛
び
散
る
様
子
は
、
と
て
も
お
も
し

ろ
い
。

�
出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
18　

枕
草
子
』

徒つ
れ

然づ
れ

草ぐ
さ�

兼け
ん

好こ
う

法ほ
う

師し

　

仁に
ん

和な

寺じ

に
あ
る
法
師
、
年
寄
る
ま
で
、
石い

は

清し
み
づ水
を
拝
ま
ざ
り
け

れ
ば
、
心
う
く
覚
え
て
、
あ
る
と
き
思
ひ
立
ち
て
、
た
だ
一
人
、

か
ち
よ
り
、
詣ま
う

で
け
り
。
極ご

く

楽ら
く

寺じ

・
高か

う

良ら

な
ど
を
拝
み
て
、
か
ば

か
り
と
心
得
て
帰
り
に
け
り
。

　

さ
て
、
か
た
へ
の
人
に
あ
ひ
て
、「
年
ご
ろ
思
ひ
つ
る
こ
と
、
果

た
し
は
べ
り
ぬ
。
聞
き
し
に
も
過
ぎ
て
、
尊
く
こ
そ
お
は
し
け

れ
。
そ
も
、
参
り
た
る
人
ご
と
に
山
へ
登
り
し
は
、
な
に
ご
と
か

あ
り
け
ん
、
ゆ
か
し
か
り
し
か
ど
、
神
へ
参
る
こ
そ
本ほ

意い

な
れ
と

思
ひ
て
、
山
ま
で
は
見
ず
。」
と
ぞ
言
ひ
け
る
。

　

少
し
の
こ
と
に
も
、
先せ
ん

達だ
ち

は
あ
ら
ま
ほ
し
き
こ
と
な
り
。

�

（
第
五
十
二
段
）

　

仁
和
寺
に
い
る
僧
が
、
年
を
と
る
ま
で
、
石
清
水
八
幡
宮
を
参
拝
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の

で
、
残
念
に
思
っ
て
、
あ
る
と
き
、
思
い
立
っ
て
、
た
っ
た
一
人
、
徒
歩
で
、
お
参
り
し
た
。

極
楽
寺
や
高
良
神
社
な
ど
を
拝
ん
で
、
こ
れ
だ
け
だ
と
思
い
こ
ん
で
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

さ
て
、
仲
間
に
向
っ
て
、「
長
年
、
思
っ
て
い
た
こ
と
を
、
果
た
し
ま
し
た
。
聞
い
て
い
た

の
に
も
ま
さ
っ
て
、
ま
こ
と
に
尊
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
参
拝
し
て
い

る
ど
の
人
も
山
へ
登
っ
た
の
は
、
何
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
知
り
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
八
幡

宮
を
お
参
り
す
る
こ
と
こ
そ
が
目
的
で
あ
る
と
思
っ
て
、
山
ま
で
は
見
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と

言
っ
た
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
に
も
、
そ
の
道
の
指
導
者
は
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　

○
●
○
●
○
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38教材〈二年〉

　

あ
る
人
、
弓
射
る
こ
と
を
習
ふ
に
、
も
ろ
矢
を
た
ば
さ
み
て
、

的
に
向
か
ふ
。
師
の
言
は
く
、「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ

と
な
か
れ
。
後
の
矢
を
頼
み
て
、
初
め
の
矢
に
な
ほ
ざ
り
の
心
あ

り
。
毎
度
た
だ
得と
く

失し
つ

な
く
、
こ
の
一ひ

と

矢や

に
定
む
べ
し
と
思
へ
。」
と

言
ふ
。

　

わ
づ
か
に
二
つ
の
矢
、
師
の
前
に
て
一
つ
を
お
ろ
か
に
せ
ん
と

思
は
ん
や
。
懈け

怠だ
い

の
心
、
み
づ
か
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ

れ
を
知
る
。
こ
の
戒
め
、
万
事
に
わ
た
る
べ
し
。

�

（
第
九
十
二
段
）

　

あ
る
人
が
、
弓
を
射
る
こ
と
を
習
う
の
に
、
二
本
の
矢
を
手
に
持
っ
て
、
的
に
向
か
っ
た
。

先
生
が
言
う
こ
と
に
は
、「
初
心
者
は
、
二
本
の
矢
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
。
二
本
め
の
矢
を

あ
て
に
し
て
、
一
本
め
の
矢
を
い
い
か
げ
ん
に
し
て
し
ま
う
心
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た

び
ご
と
に
、
た
だ
、
当
た
る
か
当
た
ら
な
い
か
を
考
え
ず
、
こ
の
一
本
の
矢
で
決
着
を
つ
け
よ

う
と
思
え
。」
と
言
う
。
た
っ
た
二
本
の
矢
（
を
射
る
の
）
に
、
先
生
の
前
で
、
そ
の
一
本
を

い
い
か
げ
ん
に
射
よ
う
と
思
う
だ
ろ
う
か
。
怠
け
心
と
い
う
も
の
は
、
自
分
で
は
気
づ
い
て
い

な
く
て
も
、
先
生
に
は
わ
か
っ
て
い
る
も
の
だ
。
こ
の
教
え
は
、
万
事
に
あ
て
は
ま
る
は
ず
で

あ
る
。

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
44　

方
丈
記
■�

�

　

徒
然
草　

正
法
眼
蔵
随
聞
記　

歎
異
抄
』

漢
詩

　
　
　

黄く
わ
う

鶴か
く

楼ろ
う

に
て
孟ま

う

浩か
う

然ね
ん

の
広く

わ
う

陵り
よ
う

に
之ゆ

く
を
送
る�

李り

白は
く

故こ

人じ
ん

西
の
か
た
黄
鶴
楼
を
辞
し

煙え
ん

花く
わ

三さ
ん

月ぐ
わ
つ

揚や
う

州し
う

に
下
る

孤こ

帆は
ん

の
遠ゑ

ん

影え
い

碧へ
き

空く
う

に
尽つ

き

惟た

だ
見
る
長ち

や
う

江か
う

の
天て

ん

際さ
い

に
流
る
る
を

故�
人�

西�

辞�

黄�

鶴�

楼

煙�
花�
三�
月�

下�

揚�

州

孤�

帆�

遠�
影�
碧�
空�

尽　
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惟�
見�

長�

江�

天�

際�

流

�

出
典
『
新
書
漢
文
大
系
6　

唐
詩
選
（
新
版
）』

　
　
　

春し
ゆ
ん

望ば
う　

　
　

杜と

甫ほ

国
破
れ
て
山さ

ん

河が

在
り

城
春
に
し
て
草さ
う

木も
く

深
し

時
に
感
じ
て
は
花
に
も
涙な
み
だを
濺そ

そ

ぎ

別
れ
を
恨う
ら

ん
で
は
鳥
に
も
心
を
驚お

ど
ろか
す

烽ほ
う

火く
わ

三さ
ん

月げ
つ

に
連
な
り

家
書
万ば
ん

金き
ん

に
抵あ

た

る

白
頭
掻か

け
ば
更
に
短
く

渾す

べ
て
簪し

ん

に
勝た

へ
ざ
ら
ん
と
欲ほ

つ

す

国　

破　

山　

河　

在　

城　

春　

草　

木　

深

感　

時　

花　

濺　

涙　

恨　

別　

鳥　

驚　

心

烽　

火　

連　

三　

月　

家　

書　

抵　

万　

金

白　

頭　

掻　

更　

短　

渾　

欲　

不　

勝　

簪

�

出
典
『
漢
詩
選
9　

杜
甫
』

　
　
　

絶ぜ
つ

句く　
　
　

杜と

甫ほ

江か
う

碧み
ど
り

に
し
て
鳥
逾

い
よ
い
よ

白
く

山
青あ
を

く
し
て
花
然も

え
ん
と
欲ほ

つ

す
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40教材〈三年〉

今こ
ん

春し
ゆ
ん

看
み
す
み
す

又ま
た

過
ぐ

何い
づ

れ
の
日
か
是こ

れ
帰
年
な
ら
ん

江　

碧　

鳥　

逾　

白　

山　

青　

花　

欲　

然

今　

春　

看　

又　

過　

何　

日　

是　

帰　

年　

�

出
典
『
新
書
漢
文
大
系
6　

唐
詩
選
（
新
版
）』

三
年

お
く
の
ほ
そ
道�

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

　
　

月つ
き

日ひ

は

　

月
日
は
百は
く

代た
い

の
過く

わ

客か
く

に
し
て
、
行
き
交か

ふ
年
も
ま
た
旅
人
な

り
。
舟
の
上
に
生
涯
を
浮
か
べ
、
馬
の
口
と
ら
へ
て
老
い
を
迎
ふ

る
者
は
、
日
々
旅
に
し
て
旅
を
す
み
か
と
す
。
古
人
も
多
く
旅
に

死
せ
る
あ
り
。
予
も
い
づ
れ
の
年
よ
り
か
、
片へ
ん

雲う
ん

の
風
に
誘さ

そ

は
れ

て
、
漂
泊
の
思
ひ
や
ま
ず
、
海か
い

浜ひ
ん

に
さ
す
ら
へ
て
、
去こ

年ぞ

の
秋
、

江か
う

上し
や
う

の
破
屋
に
く
も
の
古
巣
を
払
ひ
て
、
や
や
年
も
暮
れ
、
春
立

て
る
か
す
み
の
空
に
、
白し
ら

河か
は

の
関せ

き

越
え
む
と
、
そ
ぞ
ろ
神が

み

の
物
に

つ
き
て
心
を
狂
は
せ
、
道だ
う

祖そ

神じ
ん

の
招
き
に
会
ひ
て
、
取
る
も
の
手

に
つ
か
ず
。
も
も
引
き
の
破
れ
を
つ
づ
り
、
笠か
さ

の
緒を

付
け
替
へ

て
、
三
里
に
灸き
う

据す

ゆ
る
よ
り
、
松
島
の
月
ま
づ
心
に
か
か
り
て
、

住
め
る
か
た
は
人
に
譲
り
て
、
杉さ
ん

風ぷ
う

が
別べ

つ

墅し
よ

に
移
る
に
、

　

草
の
戸
も
住
み
替
は
る
代よ

ぞ
ひ
な
の
家

　

面お
も
て

八
句
を
庵い

ほ
りの

柱
に
懸
け
置
く
。

　

月
日
は
永
遠
の
旅
人
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
来
て
は
去
り
、
去
っ
て
は
来
る
年
も
ま
た

旅
人
で
あ
る
。（
船
頭
と
し
て
）
舟
の
上
で
働
い
て
一
生
を
送
り
、（
馬
方
と
し
て
）
馬
の
く
つ

わ
を
引
い
て
年
を
と
っ
て
い
く
人
々
は
、
毎
日
が
旅
で
あ
り
、
旅
を
住
ま
い
と
し
て
い
る
。
昔
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の
人
の
中
に
も
、
多
く
、
旅
の
途
中
で
な
く
な
っ
た
人
が
い
る
。
私
も
い
つ
の
頃
か
ら
か
、
ち

ぎ
れ
雲
が
風
に
誘
わ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
さ
す
ら
い
の
思
い
が
や
ま
ず
、（
近
年
は
）
海
浜
の

道
を
さ
ま
よ
い
歩
き
、
去
年
の
秋
、（
隅
田
）
川
の
ほ
と
り
の
粗
末
な
家
屋
に
（
帰
っ
て
、）
や

が
て
年
も
暮
れ
、
春
が
す
み
の
立
ち
こ
め
る
空
の
も
と
で
、
白
河
の
関
を
越
え
た
い
と
、
そ
ぞ

ろ
神
が
乗
り
移
っ
て
心
を
そ
わ
そ
わ
さ
せ
、
道
祖
神
が
手
招
き
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

て
、
取
る
も
の
も
手
に
つ
か
な
い
。
も
も
引
き
の
破
れ
を
繕
い
、
笠
の
ひ
も
を
付
け
替
え
て
、

三
里
に
灸
を
据
え
る
と
、
松
島
の
月
は
ど
ん
な
だ
ろ
う
か
と
ま
ず
気
に
か
か
っ
て
、
今
ま
で
住

ん
で
い
た
家
は
人
に
譲
り
、
杉
風
の
別
荘
に
移
る
に
あ
た
っ
て
、（
こ
の
句
を
発
句
と
し
た
）

面
八
句
を
（
記
念
と
し
て
）
庵
の
柱
に
か
け
て
お
い
た
。

　
　

平ひ
ら

泉い
ず
み

　

三
代
の
栄え

い

耀え
う

一
睡
の
う
ち
に
し
て
、
大だ

い

門も
ん

の
跡あ

と

は
一
里
こ
な
た

に
あ
り
。
秀ひ
で

衡ひ
ら

が
跡
は
田で

ん

野や

に
な
り
て
、
金き

ん

鶏け
い

山ざ
ん

の
み
形
を
残

す
。
ま
づ
高た
か

館だ
ち

に
登
れ
ば
、
北き

た

上か
み

川が
は

南
部
よ
り
流
る
る
大
河
な

り
。
衣こ
ろ
も

川が
は

は
和い

づ
み泉

が
城じ

や
うを

巡
り
て
、
高
館
の
下
に
て
大
河
に
落
ち

入
る
。
泰や
す

衡ひ
ら

ら
が
旧き

う

跡せ
き

は
、
衣こ

ろ
もが

関せ
き

を
隔
て
て
南
部
口
を
さ
し
固

め
、
蝦え

ぞ夷
を
防
ぐ
と
見
え
た
り
。
さ
て
も
義
臣
す
ぐ
つ
て
こ
の
城

に
こ
も
り
、
功
名
一い
ち

時じ

の
草
む
ら
と
な
る
。
国
破
れ
て
山
河
あ

り
、
城
春
に
し
て
草
青
み
た
り
と
、
笠か
さ

う
ち
敷
き
て
時
の
移
る
ま

で
涙な
み
だを
落
と
し
は
べ
り
ぬ
。

　
　
　

夏
草
や
つ
は
も
の
ど
も
が
夢
の
跡

　
　
　

卯う

の
花
に
兼か

ね

房ふ
さ

見
ゆ
る
し
ら
が
か
な　
　
　

曾そ

ら良

　

か
ね
て
耳
驚お
ど
ろ

か
し
た
る
二
堂
開
帳
す
。
経き

ゃ
う

堂だ
う

は
三
将
の
像
を
残

し
、
光ひ
か
り

堂だ
う

は
三
代
の
棺ひ

つ
ぎを
納
め
、
三さ

ん

尊ぞ
ん

の
仏
を
安
置
す
。
七し

つ

宝ぽ
う

散

り
う
せ
て
玉
の
扉と
び
ら

風
に
破
れ
、
金こ

が
ねの
柱
霜さ

う

雪せ
つ

に
朽
ち
て
、
す
で
に

頽た
い

廃は
い

空く
う

虚き
ょ

の
草
む
ら
と
な
る
べ
き
を
、
四
面
新
た
に
囲
み
て
、
甍い

ら
か

を
覆
ひ
て
風
雨
を
し
の
ぎ
、し
ば
ら
く
千せ

ん

歳ざ
い

の
記か

た
み念

と
は
な
れ
り
。

　
　
　

五さ
み
だ
れ

月
雨
の
降
り
残
し
て
や
光
堂

�

出
典
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
71　

松
尾
芭
蕉
集
2
』
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中
国
の
古
典
の
言
葉

備
へ
有
れ
ば
、
患う

れ

ひ
無
し
。

有　

備
、
無　

患
。�

（『
書し
ょ

経き
ょ
う

』）

（
ふ
だ
ん
か
ら
）
準
備
が
で
き
て
い
れ
ば
、（
万
一
の
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
）
心
配
す
る
こ
と

は
な
い
。

�

出
典
『
新
釈
漢
文
大
系
26　

書
経
（
下
）』

百
聞
は
一
見
に
如し

か
ず
。

百　

聞　

不ず　

如　

一　

見
。�

（『
漢か
ん

書じ
ょ

』）

人
か
ら
百
回
聞
く
こ
と
も
、
自
分
の
目
で
一
度
見
て
実
際
に
確
か
め
る
こ
と
に
は
及
ば
な
い
。

�

出
典
『
漢
書　

第
九
册
』

虎こ

穴け
つ

に
入
ら
ず
ん
ば
、
虎こ

子じ

を
得
ず
。

不ず　

入　

虎　

穴
、
不　

得　

虎　

子
。�

（『
後ご

漢か
ん

書じ
ょ

』）

虎
の
す
む
穴
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
虎
の
子
を
得
ら
れ
な
い
。
利
益
を
得
る
に
は
、
危
険
も
冒
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。

�

出
典
『
後
漢
書　

第
6
冊　

列
伝
四
』

寧む
し

ろ
鶏け

い

口こ
う

と
為な

る
と
も
、
牛ぎ

う

後ご

と
為
る
無
か
れ
。

寧　

為　

鶏　

口
、
無　

為　

牛　

後
。�

（『
十じ
ゅ
う

八は
っ

史し

略り
ゃ
く

』）

鶏
の
口
に
な
っ
て
も
、
牛
の
尻
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
大
き
な
集
団
の
後
方
よ
り
、
小
集
団

の
先
頭
の
ほ
う
が
よ
い
、
と
い
う
こ
と
の
た
と
え
。

�

出
典
『
新
釈
漢
文
大
系
20　

十
八
史
略
（
上
）』

先
ん
ず
れ
ば
即す

な
はち

人
を
制
し
、
後お

く

る
れ
ば
則す

な
はち

人
の
制
す
る
所
と

為
る
。

先　

即　

制　

人
、
後　

則　

為　

人　

所　

制
。�

（『
史し

記き

』）

人
よ
り
先
に
行
動
を
起
こ
せ
ば
有
利
な
立
場
に
立
つ
こ
と
が
で
き
、
出
遅
れ
る
と
人
に
負
け
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

�

出
典
『
新
釈
漢
文
大
系
39　

史
記
（
二
）』

子
曰い

は
く
、「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習
ふ
、
ま
た
説よ

ろ
こ

ば
し
か
ら
ず

や
。
朋と
も

遠
方
よ
り
来
た
る
あ
り
、
ま
た
楽
し
か
ら
ず
や
。
人
知
ら

ず
し
て
慍う
ら

み
ず
、
ま
た
君く

ん

子し

な
ら
ず
や
。」
と
。
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子　

曰
、　
「
学　

而　

時　

習　

之
、　

不　

亦　

説　

乎
。　

有　

朋　

自　

遠　

方　

来
、　

不　

亦　

楽　

乎
。

人　

不　

知　

而　

不　

慍
、　

不　

亦　

君　

子　

乎
。」　
（『
論ろ
ん

語ご

』）

先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と
に
は
、「
学
ん
だ
こ
と
を
お
り
に
ふ
れ
て
反
復
し
理
解
を
深
め
て
い
く

の
は
、
な
ん
と
も
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
友
人
が
遠
く
か
ら
訪
ね
て
来
る
の
は
、
な
ん

と
も
心
楽
し
い
こ
と
で
は
な
い
か
。
他
人
が
自
分
を
認
め
て
く
れ
な
く
て
も
不
満
を
も
た
な
い

人
は
、
な
ん
と
も
立
派
な
人
で
は
な
い
か
。」
と
。

�

出
典
『
新
釈
漢
文
大
系
1　

論
語
』
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44テスト問題例Ⅰ〈一年〉

テ
ス
ト
問
題
例
Ⅰ
〈
一
年
〉

和
歌

�

持じ

統と
う

天て
ん

皇の
う

1

2

3

4

5

春
過
ぎ
て
夏
来
た
る
ら
し
白
た
へ
の
衣こ

ろ
も

干
し
た
り
天あ

め

の
香か

具ぐ

山や
ま

�

紀き
の

貫つ
ら

之ゆ
き

1

2

3

4

5

人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず
ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香か

に
に
ほ
ひ
け
る

�

在あ
り

原わ
ら
の

業な
り

平ひ
ら

世
の
中
に
絶
え
て

の�

な
か
り
せ
ば�

春
の
心
は�

の
ど
け
か
ら
ま
し

俳
句

行ゆ

く
春
や 

鳥
啼な

き
魚う

を

の 

目
は
な
み
だ　
　
　
　
　
松ま

つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

春
の
海 

ひ
ね
も
す
の
た
り 

の
た
り
か
な　
　
　
　
与よ

謝さ

蕪ぶ

村そ
ん

め
で
た
さ
も 

ち
う
位
な
り 

お
ら
が
春　
　
　
　
　
小こ

林ば
や
し

一い
っ

茶さ

若わ
か

鮎あ
ゆ

の　

二ふ
た

手て

に
な
り
て　

上
り
け
り　
　
　
　
　
正ま

さ

岡お
か

子し

規き

問
１�　

和
歌
「
春
過
ぎ
て
」（
持
統
天
皇
）
と
、
和
歌
「
人
は
い
さ
」（
紀
貫
之
）

に
つ
い
て
、
意
味
の
切
れ
目
と
し
て
も
っ
と
も
よ
い
箇
所
を
選
び
、
そ
れ
ぞ

れ
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

和
歌
「
春
過
ぎ
て
…
」　
（　
　
　

）

　
　
　

和
歌
「
人
は
い
さ
…
」　
（　
　
　

）

問
２�　

和
歌
「
世
の
中
に
…
」（
在
原
業
平
）
に
つ
い
て
、

に
あ
て
は
ま
る
言

葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ

い
。

　

１　

梅　
　
　

２　

桜　
　
　

３　

椿　
　
　

４　

朝
顔

問
３�　

俳
句
「
春
の
海
」（
与
謝
蕪
村
）
に
つ
い
て
、　　
　

線
「
ひ
ね
も
す
」
の

意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な

さ
い
。

　

１　

お
だ
や
か　
　

２　

満
ち
潮　
　

３　

ゆ
っ
く
り　
　

４　

一
日
中

問
４�　

俳
句
「
め
で
た
さ
も
」（
小
林
一
茶
）
に
つ
い
て
、　　
　

線
「
ち
う
」
の

読
み
を
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

問
５�　

俳
句
「
若
鮎
の
」（
正
岡
子
規
）
の
季
節
に
つ
い
て
答
え
な
さ
い
。

　
　
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
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随
筆は

あ
け
ぼ
の
。

や
う
や
う
白
く
な
り
ゆ
く
山
ぎ
は
、

少
し
あ
か
り
て
、

紫む
ら
さ
きだ
ち
た
る
雲
の　

細
く
た
な
び
き
た
る
。

�

（
清
少
納
言
『
枕
草
子
』
よ
り
）

つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
、

日
暮
ら
し
、

に
向
か
ひ
て
、

心
に
う
つ
り
ゆ
く
、
よ
し
な
し
ご
と
を
、

そ
こ
は
か
と
な
く　

書
き
つ
く
れ
ば
、

あ
や
し
う
こ
そ
、
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
。

�

（
兼
好
法
師
『
徒
然
草
』
よ
り
）

Ａ

B

CD

E

問
６�　

随
筆
「
枕
草
子
」
に
つ
い
て
、

に
入
る
季
節
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い

も
の
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。　
（　
　
　
　
　

）

問
７�　
　
　
　

線
Ａ
の
部
分
の
読
み
を
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
、
す
べ
て
ひ

ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
（�

）

問
８�　
　
　
　

線
Ｂ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

光
り
を
増
し
て　
　
　

２　

赤
く
な
っ
て　
　
　

３　

風
が
吹
い
て

問
９�　
　
　
　

線
Ｃ
の
部
分
の
後
に
補
う
言
葉
（
現
代
語
）
と
し
て
、
も
っ
と
も

よ
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。　

　

１　

～
の
が
ふ
さ
わ
し
い　
　
　
　
　

２　

～
の
は
趣
が
あ
る

　

３　

～
の
は
殺
風
景
だ　
　
　
　
　
　

４　

～
の
が
み
っ
と
も
な
い

問
10�　

随
筆
「
徒
然
草
」
に
つ
い
て
、

に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い

も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

硯
（
す
ず
り
）　　
　

２　

墨
（
す
み
）　　
　

３　

筆　
　
　

４　

紙

問
11�　
　
　
　

線
Ｄ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
、
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

た
わ
い
も
な
い
こ
と　
　
　

２　

良
い
こ
と
と
悪
い
こ
と

　

３　

出
来
の
悪
い
仕
事　
　
　
　

４　

記
憶
に
残
っ
て
い
る
こ
と

問
12�　
　
　
　

線
Ｅ
の
部
分
の
読
み
を
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
、
す
べ
て
ひ

ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
（�

）
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46テスト問題例Ⅱ〈一年〉

テ
ス
ト
問
題
例
Ⅱ
〈
一
年
〉

物
語

祇ぎ

園を
ん

精し
や
う

舎じ
や

の
鐘か

ね

の
声
、
諸し

よ

行ぎ
や
う

無む

常じ
や
う

の
響ひ

び

き
あ
り
。

娑し
や

羅ら

双さ
う

樹じ
ゆ

の
①
の
色
、
盛じ

や
う

者し
や

必ひ
つ

衰す
い

の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す
。

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜よ

の
夢
の
ご
と
し
。

た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅ほ

ろ

び
ぬ
、ひ
と
へ
に
風
の
前
の
塵ち

り

に
同
じ
。

�
（『
平
家
物
語
』
よ
り
）

漢
詩

春し
ゆ
ん

暁げ
う　

　
　
　
　
　
　
　
　

孟も
う

浩こ
う

然ね
ん

春し
ゆ
ん

眠み
ん　

暁
あ
か
つ
きを

覚
え
ず

処し
よ

処し
よ　

啼て
い

鳥て
う

を
聞
く

夜や

来ら
い

②
の
声

花
落
つ
る
こ
と
知
る
多
少

A

B

C

D

E

問
１�　
　
　
　

線
Ａ
の
部
分
の
読
み
を
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
て
す
べ
て
ひ
ら

が
な
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
（�

）

問
２��　

①
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
番

号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

土　
　
　

２　

草　
　
　

３　

木　
　
　

４　

花

問
３�　
　
　
　

線
Ｂ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

断
る
こ
と　
　
　
　
　
　

２　

そ
う
あ
る
べ
き
こ
と
（
道
理
）

　

３　

約
束
し
た
こ
と

問
４�　
　
　
　

線
Ｃ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

長
く
は
続
か
な
い　
　
　

２　

長
い
間
会
っ
て
い
な
い

　

３　

永
遠
に
続
い
て
い
く　
　

４　

し
ば
ら
く
や
っ
て
い
な
い

問
５�　
　
　
　

線
Ｄ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

体
の
小
さ
な
鳥　
　
　
　

２　

鳥
の
さ
え
ず
り

　

３　

強
い
風
が
吹
く
音　
　
　

４　

鳥
の
鳴
き
声
の
よ
う
な
音
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47 テスト問題例Ⅱ〈一年〉

漢
文

吾わ
れ

、
十
有
五
に
し
て
学が

く

に
志
す
。

三
十
に
し
て

③

。

四し

十
に
し
て

④

。

五
十
に
し
て

⑤

。

六
十
に
し
て

⑥

。

七し
ち

十
に
し
て
⑦
の
欲ほ

つ

す
る
と
こ
ろ
に
従
ひ
て
、
矩の

り

を
こ
え
ず
。

�

（『
論
語
』
よ
り
）

問
６�　

②
に
入
る
言
葉
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

人
　々
　
　

２　

風
雨　
　
　

３　

草
木　
　
　

４　

雷
鳴

問
７�　
　
　
　

線
Ｅ
の
部
分
の
意
味
と
し
て
、
も
っ
と
も
よ
い
も
の
を
次
の
中
か

ら
選
び
番
号
で
答
え
な
さ
い
。

　

１　

花
が
た
く
さ
ん
落
ち
た
こ
と
を
知
っ
た

　

２　

花
が
落
ち
た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い

　

３　

花
は
ど
れ
ほ
ど
散
っ
た
こ
と
だ
ろ
う

　

４　

花
は
多
少
落
ち
た
か
も
し
れ
な
い

問
8�　

③
～
⑥
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
中
か
ら
選
ん
で
記
号

で
答
え
な
さ
い
。

　

③
（　
　

）　　
　
　

④
（　
　

）

　

⑤
（　
　

）　　
　
　

⑥
（　
　

）

　

ア　

耳
順し

た
がふ　

　

イ　

立
つ

　

ウ　

天
命
を
知
る　
　

エ　

惑
は
ず

問
9　

⑦
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、
漢
字
一
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
（　
　
　

）
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48

『ことばの学び 臨時増刊号 vol.1』（三省堂）より
三省堂　国語教育

a new way of learning Japanese

小学校で扱う古典教材

2010 年 12月 24日発行

●編集・発行人　北口 克彦

●発行所　株式会社　三省堂
　〒 101-8371 東京都千代田区三崎町 2-22-14
　TEL　03（3230）9427〔編集〕　9551〔営業〕
　http://www.sanseido.co.jp/

臨時増刊号 vol.1
特集　伝統的な言語文化

平成23年度版教科書
学年 文学・絵巻など 短歌・俳句 漢詩・漢文・故事成語 伝統芸能 知識

小
３

• 「竹取物語」（1）
• 笑い話「星取り」（1）
• 鳥獣人物戯画（2）
• 鼠の草子（1）

• 短歌（2）
• 俳句（5）
松尾芭蕉・良寛・与謝蕪村・
小林一茶・正岡子規　他
• 百人一首（2）

•  落語（1）
「じゅげむ」

• 季語（1）
• 八節（1）
• いろは歌（2）

小
４

• 昔話「浦島太郎」（1） • 短歌（3）
柿ノ本人麻呂　他　
• 俳句（1）
松尾芭蕉・正岡子規　他
• 百人一首（4）

• 故事成語（4）
蛇足・五十歩百歩・
漁夫の利

•  落語（1）
「額に柿の木」
•  落語（2）
「じゅげむ」

•  ことわざ（2）
「石の上にも三年」
ほか
•  月の名前・暦（睦
月・如月ほか）（1）

小
５

• 「竹取物語」（3）
• 「枕草子」（2）
• 「徒然草」（2）
• 「平家物語」（4）
• 「宇治拾遺物語」（1）

• 短歌（2）
式子内親王・良寛　他
• 俳句（3）
茨木和生・渡辺水巴・
中村汀女・松尾芭蕉　他
• 百人一首（1）

• 故事成語（1）
「登竜門」「他山の石」他
• 「論語」（2）
• 漢詩（2）
孟浩然「春暁」・
李白「静夜思」・
蘇軾「春夜」・杜甫「絶
句」他

• 落語（2）
「風がふいたら箱
屋がもうかる」・
「まんじゅうこわ
い」他
•  狂言（2）
「附子」・
「しびり」他

• 季語・俳号（1）

小
６

• 「竹取物語」（1）
• 「枕草子」（3）
• 「徒然草」（2）
• 「平家物語」（1）
• 「おくのほそ道」（2）
• 福沢諭吉「天地の文」（1）
• 名言（1）
• 聖徳太子 他

• 短歌（4）
与謝野晶子・橘曙覧　他
• 俳句（1）
正岡子規・山部赤人　他
• 万葉集（1）

• 「論語」（2）
• 漢文（1）
「百聞不如一見」他
• 漢詩（3）
孟浩然「春暁」・
高啓「尋胡隠君」・
李白「静夜思」他

• 落語（1）
「寿限無」
• 狂言（1）
「柿山伏」・
「神鳴」他
• 歌舞伎・文楽（1）

• 万葉仮名（3）
• 暦（1）

（　）内の数字は掲載発行者の数。
現行版教科書
学年 文学・絵巻など 短歌・俳句 漢詩・漢文・故事成語 伝統芸能 知識

小
３

•  落語（1）「じゅげ
む」

小
４

• 俳句（1）
松尾芭蕉・小林一茶  他

•  落語（1）「ぞろぞ
ろ」・「寿限無」
•狂言（1）「清水」

小
５

• 「竹取物語」（2）＊ • 短歌（1）
与謝野晶子・柿本人麻呂・
良寛・正岡子規  他
• 俳句（2）
小林一茶・松尾芭蕉・
高浜虚子  他
• 百人一首（1）

• 故事成語（1）
五十歩百歩・蛇足
矛盾　他

•  落 語（1）「 ま ん
じゅうこわい」

•  ことわざ（2）「石の
上にも三年」他
•いろはうた（1）

小
６

• 「竹取物語」（1）＊
• 「枕草子」（1）＊
• 「平家物語」（2）＊

• 短歌（4）
橘曙覧・斎藤茂吉  他
• 俳句（4）
松尾芭蕉・与謝蕪村  他
• 百人一首（1）

• 「論語」（1）＊
• 孟浩然「春暁」（1）＊
• 蘇軾「春夜」（1）＊

• 落語（1）「崇徳院」
• 狂言（1）「柿山伏」
• 文楽（1）＊

• 万葉仮名（4）
•  ことわざ（3）「さる
も木から落ちる」他

＊印は，「発展」・「付録」等の扱い。
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